
湯鱗翻驚馨麹戯羅
・鋤繭幽繭麟一鐵幽編，、

　　総の癬 広報

畷

発行慈■翠威9黛藁翔鐙臼　編集・登行／松之出鋳役場総務灘

予942ヨ4新潟票東頚城翻松之山町大寧松之臨2王2－2TεLO2559－6弓ユ3！FAX倉255§一6－35工5

新しいお友だちいっぱいできるといいな
　　　　　　　　　　　　　　　　松之山保蕎所入園武

今月暑の主な内容

4・997
　　Nα254

新隼度予算のお頬らせ…一り号一…一・…一2～3

役場事務機構が変わる、新励役が就｛董…・一4～5

ほくほく線闘i業、まちづくりシン潔・・…・…6～7

みんなの広場／新しい先生方………………8～9

まちの話題／東規小で最後の卒業式…一・・憩～U

お頬らせ／出稼ぎ者のみなさんへ一　　・・廻～器

㊧圏回團
翻《鞄融《罵驚》

石塚善一郎さん　7毒歳

　　　　湯之鶴（金八）

妻鳩　キミさん　70歳

　　　　湯之島（平八〉

※2月三8から28黛までの麗繊分です．

※広報に載せてほしくない方は、麗出の

ときに窓口にお話ください。

町の動き
3月1黛環在

総入澱3，433人（一5）

男三，66窪人（一4〉

女王，769人（一1）

盤帯数ま，焉王戸く一11

（）は麟月との比絞

訂疋とおわび

ぽくの絵わたしの絵　浦憩保育所
《うさぎ組

職

灘灘

　
空
箱
や
牛
乳
パ
ッ
ク
で
大
き
な
キ
リ
ン
の
で
き
あ
が
り
綿
、
す
．
キ
リ
ン
の

も
よ
う
を
は
る
と
こ
ろ
が
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
、

　
4
月
か
ら
キ
リ
ン
ぐ
み
に
な
る
の
で
、
で
っ
か
い
キ
リ
ン
を
作
っ
た
よ
。

　
バ
ン
ザ
ー
イ
！

2月号の7ぺ一ジ髪税に関する標語書入

賞作轟の申で、小野塚千穂さんの作贔「つ

くろうよゆとりの社会で税金で」は「つく

ろうよゆとりの社会税金で」の誤ζ）でした。

訂正しておわびします，

くぱたおセみ　　　　　　　　　　　つましまあまひろ
久保鎖理美さん（酋根僧七〉妻鵡牽弘くん（醸麦立・向）

むもやまひろき　　　　　　　　　　　つゑもままさむ
村由博紀くん（車療・票や〉姿鴫真樹くん（湯之島・平八）

　こよみ

温泉定休8

2月のできごと

2段　松之山スキー競技大会

5鷺　経済建設委員会（～6資）

8臼　沖縄との交流（～9黛）

　　第H回浦照豪雪塾（ノノ〉

12臼　総務戻生委員会（～i3沼〉

紛臼　上布趨地区雪上運動会

鍛臼　戻生委舞会

温 1温泉センター1翠の湯

1月1643・271冬轍

畷各：lll冬季休業

駄
サ
匙

翠の湯は、4月も当分の間お休みします。
します。

　　農業委愚会総会

22溝　集落総代会

2霜　松之山中学校一藏入学

　　温泉委員会

3月璽5頚～3掴の予定

2鰻ほくほく線開通

23臼　スキーカーニバル

25臼　購内小学校卒業式

　
「
春
咲
く
桜
は
鳩
に
匂
い
、
秋
敵

　
も
あ
じ

る
紅
葉
に
・
：
・
：
篇
こ
れ
は
、
松
蕎

（
松
之
撫
分
校
）
の
校
歌
で
す
。
私

も
松
蕎
を
二
十
黛
年
葡
に
挙
業
し
ま

し
た
。
先
溝
の
卒
業
式
取
材
で
懐
か

し
い
校
歌
を
聞
き
、
｝
緒
に
期
ず
さ

ん
で
き
ま
し
た
。
も
う
あ
れ
か
ら
、

二
十
隼
以
上
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
当
時
は
、
希
望
と
不
安
が
入
り

交
じ
っ
た
複
雑
な
気
持
ち
だ
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
今
年
の
卒
業

生
も
、
き
っ
と
岡
じ
気
持
ち
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
歩

み
は
じ
め
た
新
し
い
道
に
、
み
ん
な

で
応
援
し
た
い
と
思
い
窪
す
。

編
集
室
か
ら

‘6
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平成9年度予算

一般会計

　32億6600万円鵯島男義

　
平
成
九
年
度
購
予
算
が
、
三
月
騎
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
、
　
㎜

般
会
計
予
算
と
鶴
つ
の
特
別
会
討
予
算
の
総
額
は
、
五
十
㎜
億
八
千
衝
十

八
万
穴
千
円
で
前
年
度
比
で
五
・
八
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
、
今
月
号
で

は
、
活
気
の
あ
る
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
る
町
予
算
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

単
成
九
年
度
一
般
会
計
の
予
算
額

は
、
　
瓢
一
十
二
億
論
今
ヤ
六
百
一
力
円
で
晶
酬

年
度
に
比
べ
顯
億
八
千
六
百
万
円
、

一
三
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
ト
ッ

プ
で
全
体
の
五
割
強
を
虚
め
る
十
七

億
八
千
百
万
円
．
葡
年
度
と
比
較
す

る
と
七
千
九
薄
万
円
、
縢
二
一
％
の

減
で
す
。
次
い
で
票
支
患
金
の
照
億

黛
首
一
万
七
千
円
、
購
篠
の
三
億
三

千
五
唐
九
十
万
円
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
購
籏
と
は
、
大
き
な
纂
業
を
す
る

と
き
、
財
源
の
不
建
を
賄
う
た
め
に

驚
が
借
り
る
お
金
で
す
、
平
成
九
年

度
際
儀
の
童
な
も
の
は
、
購
遵
改
良

事
業
や
町
営
住
宅
整
備
…
事
業
、
下
水

遵
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

購
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
薩
接
い
た

だ
く
町
税
は
、
二
億
三
千
欝
七
十
一

万
三
千
円
で
、
繭
隼
度
に
比
べ
購
百

五
十
八
万
一
千
円
、
　
一
・
九
％
の
減

で
す
。
騎
民
一
入
当
た
り
か
ら
魚
ハ
担

い
た
だ
く
お
金
は
、
六
万
七
千
三
醤

十
九
円
と
な
り
ま
す
、

　
歳
出
で
は
、
ト
ッ
プ
が
土
木
費
で

践
億
七
千
七
欝
二
万
八
千
円
、
蔚
年

度
に
比
ベ
ニ
購
・
五
％
の
減
で
す
。

次
い
で
農
林
”
水
産
業
曹
燃
の
五
億
六
千

六
酉
五
十
七
一
力
円
、
　
民
生
瀞
桝
の
醐
億

六
千
鷺
十
万
円
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
目
玉
事
業
と
し
て
は
、
今

年
か
ら
始
ま
る
中
山
間
地
域
活
姓
化

総
禽
対
策
事
業
や
林
業
地
域
総
合
整

備
事
業
、
購
営
建
宅
建
設
事
業
（
浦

田
地
域
V
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
予
算
額
が
購
厩
　
人

当
た
り
で
ど
の
く
ら
い
使
わ
れ
て
い

る
か
を
見
る
と
、
九
十
露
万
八
千
八

暫
六
十
七
円
で
欝
年
度
よ
り
牽
一
万

八
千
八
再
六
十
二
円
減
っ
て
い
ま
す
、

　
特
割
会
謙
で
は
、
熊
つ
の
総
額
が

十
九
億
｝
千
五
酉
十
八
万
六
千
円
で

荊
母
農
鑓
比
べ
九
・
六
％
の
贈
で
す
．

簡
易
水
道
事
業
会
計
で
は
、
新
焼
事

業
と
し
て
松
璽
簡
水
醍
水
濾
増
設
事

業
が
計
爾
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

下
水
道
纂
業
会
計
で
は
松
之
山
浄
化

セ
旧
、
〆
タ
ー
が
完
成
し
、
　
一
部
区
域
で

供
爾
が
闘
始
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
特
溺
余
計
の
詳
し
い

事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
五
月
畢
で

お
難
ら
せ
す
る
予
定
で
す
登

2

算
円
　
　
　
　
　
泓

予
万
講
oo
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
弛
5

会
66
　
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

般
億
　
　
　
　
　
　
　
獺
　
％

一
3
2
　
商

　
　
　
　
　
　
　
翫

度
　
　
　
亮畿
麟
鵬

年9成平　　
　
　
　
軌
　
　
　
　
％

就
薩
鵜

　
　
■

　
　
■

　
　
F

　
　
　
　
　
農
林
水
産
業
費
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

、
醗

そ
　
の

32億
660筋円

）依霧財源
　84．6％

土

木

費
17，7％壌

　
％
他
G6

　
　
　
　
　
％

繰
入
金
£

　
　
　
　
　
壌

鯖
料
　
編

及
び
手
数
料
乞

　
　
　
　
　
％

国
庫
支
出
金
8

　
　
　
　
　
4

晦

『税

7．蓬％
iレ劇
％f沁．3％

　棒グラフは、一般会計の科目劉の謝合を

あらわしたものです。塞た、円グラフは一

般会計の歳入のうち、臼主財源の劉合をあ

らわしたものです。

臨集
支
繊
金
z
3

　
　
　
　
　
重

　
　
　
　
　
編

地
方
交
付
税
肌

平成9年度一般会計

（単位1千円／％）〈歳入〉

科　　　羅 添隼度 前無度 傭び率
町　　　税 23王，713 236，294

一
△
王
． 9

毛庸索…堕紺硲 41　AAA 齢蝋き詞

灘
4玉o獄　52，0繭む△鯛
　　　　　　　　…　　　　6，000△33．3

　　　　　0皆増　季　l　　　　　　　l
　　もへ　ハザいぜ　　

ム。。ol酬。…

i地方塾晦禰交付金

陣方瀬腋…
L盤塗＿＿、講、＿

麟嚢溝判醗瓢藷㌧辮
墜撫幣礁湯
墜聾壷遍豊

　　　　　重
　　　　　｝

oo △ 4L78三・叫三・86今

3．988，825

烈繭
3三3

484

㎜柵㎜噌㎜

鷺

薩講司
鶴葡繭

文巌籏 燈60乙“　　　轟　3 ¢

　出

｝㎜㎜
収

　403，飢7　484，824
＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一｝｝㎜

　　24，9王9　　望4，767

△16．9

＿㎜｝　68，7

総
←
金　　　　　王　　　　三
　　　　　　　　　｝

．、韻

入 金 52，婆88　　63，078

越 金 40，000　　40，000 0
収 入 27，8遵4　　24，544 三3、4

債 335，990　　508，7倉0 △34．β

計
3劃i壷亀752，・・登

△13．G

礁
望4，マ

謝
｝
o

㎜i

　　　　き
三3、41

一薦τ撰

△13．G

纂婁一劃一繭

繰越金　40，000

崖壽謙
〈歳幽〉

・罪雛本年度 離年度 仲び率
議　会　費 62，744 60，650 3．5

総　務　費
セ367，974

4倉7，王53 △2．6

昆　生　費 460，500 4壊4撃685 3．6

衛　生　費 王94ほ93 450，829 ム56．9

労　働　費 三，鍍7 L796 △37．8

農躰水産業費 566，570 584，7懲 △3．ま

商　工　費 王93，548 玉73，桑07 王ま．5

土　木　費 577，G28 764，568 △24．5

消　防　費 96β22 96，亙33 0．2

教　育　費 228，925 250，694 A8．7
災審復摂費 75，882 58ラ061 30．7

公　債　費 435，935 439，068 △0．7

諸支鐵金 99 玉5，64王 △99．4

予　備　費 5ほ72 4，6磁 12．4

合　　　誹 3，2§6，000 3，752，000 △王3．0

　この表は平成9年度一般会計予算を～覧に

したものです。

円

町民璽人に使われるお金……948，867門

土　塞　費　農林氷産業費　　厩　生　費　　む

璽67，643需　　悩，605円　　環33，ア88円1

．鋪、 総断 囎
総務費 教奮饗 衛生費 薦工費・その穂

紛6，907円 66，509円 56，419R 鶴工費56，23偶

心薗■」1恥

短・趨・3卍

翅豊璽璽
鯉，k塾

繍

へ

騰
．
墜

町民1人が負担するお金………67，3董9肖

薗定資産税 薦購梅民税 入蕩税 範たぱこ税

　29，490需

　　　O　o

面”

　26，143円

v
）
　
　
　
ワ
　
o
　
　
　 ’

ψ

　　6，5S6需

躍劔

　3，196縄

の
⑧
　
o
　
　
　
’
　
　
7 一

軽幽動車税 特鶏主雛課有税 購罠が負担するお金と、使われ

　　㌔852需

〆
レ
o
．蝕o
　　　　　は

　　　72円

　　　　き、

磁1

るお金の差額は、羅・票からの補

励金や地方交付税などでまかなわ

れています。

（人口は1月1総現姦3，4銘人〉

9．6％／……19億王518万6千円〔

　　　　　ヂ㎜｝
　　　　　日

　　　　　灘

特別会計総額・

羅罠健康保険会讃

事業勘定一・一一2億4go鵬円　〔△6．2脇

　診療翫勘定一…一…3億4235万2千円〔　6．5％）

老人保健会計・……一・6億0413万4千円〔27．5％）

簡易水道事業会計……2億3170万円　　〔93．1％）

下水道事業会計…一・・4億8800万円　毛△14．0％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　）内は蔚年度比
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平
成
九
年
度
購
予
算
が
、
三
月
騎
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
、
　
㎜

般
会
計
予
算
と
鶴
つ
の
特
別
会
討
予
算
の
総
額
は
、
五
十
㎜
億
八
千
衝
十

八
万
穴
千
円
で
前
年
度
比
で
五
・
八
％
の
減
と
な
り
ま
し
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、
今
月
号
で

は
、
活
気
の
あ
る
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
る
町
予
算
に
つ

い
て
お
知
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せ
し
ま
す
。

単
成
九
年
度
一
般
会
計
の
予
算
額

は
、
　
瓢
一
十
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億
論
今
ヤ
六
百
一
力
円
で
晶
酬

年
度
に
比
べ
顯
億
八
千
六
百
万
円
、

一
三
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
ト
ッ

プ
で
全
体
の
五
割
強
を
虚
め
る
十
七

億
八
千
百
万
円
．
葡
年
度
と
比
較
す

る
と
七
千
九
薄
万
円
、
縢
二
一
％
の

減
で
す
。
次
い
で
票
支
患
金
の
照
億

黛
首
一
万
七
千
円
、
購
篠
の
三
億
三

千
五
唐
九
十
万
円
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
購
籏
と
は
、
大
き
な
纂
業
を
す
る

と
き
、
財
源
の
不
建
を
賄
う
た
め
に

驚
が
借
り
る
お
金
で
す
、
平
成
九
年

度
際
儀
の
童
な
も
の
は
、
購
遵
改
良

事
業
や
町
営
住
宅
整
備
…
事
業
、
下
水

遵
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

購
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
薩
接
い
た

だ
く
町
税
は
、
二
億
三
千
欝
七
十
一

万
三
千
円
で
、
繭
隼
度
に
比
べ
購
百

五
十
八
万
一
千
円
、
　
一
・
九
％
の
減

で
す
。
騎
民
一
入
当
た
り
か
ら
魚
ハ
担

い
た
だ
く
お
金
は
、
六
万
七
千
三
醤

十
九
円
と
な
り
ま
す
、

　
歳
出
で
は
、
ト
ッ
プ
が
土
木
費
で

践
億
七
千
七
欝
二
万
八
千
円
、
蔚
年

度
に
比
ベ
ニ
購
・
五
％
の
減
で
す
。

次
い
で
農
林
”
水
産
業
曹
燃
の
五
億
六
千

六
酉
五
十
七
一
力
円
、
　
民
生
瀞
桝
の
醐
億

六
千
鷺
十
万
円
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
目
玉
事
業
と
し
て
は
、
今

年
か
ら
始
ま
る
中
山
間
地
域
活
姓
化

総
禽
対
策
事
業
や
林
業
地
域
総
合
整

備
事
業
、
購
営
建
宅
建
設
事
業
（
浦

田
地
域
V
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
予
算
額
が
購
厩
　
人

当
た
り
で
ど
の
く
ら
い
使
わ
れ
て
い

る
か
を
見
る
と
、
九
十
露
万
八
千
八

暫
六
十
七
円
で
欝
年
度
よ
り
牽
一
万

八
千
八
再
六
十
二
円
減
っ
て
い
ま
す
、

　
特
割
会
謙
で
は
、
熊
つ
の
総
額
が

十
九
億
｝
千
五
酉
十
八
万
六
千
円
で

荊
母
農
鑓
比
べ
九
・
六
％
の
贈
で
す
．

簡
易
水
道
事
業
会
計
で
は
、
新
焼
事

業
と
し
て
松
璽
簡
水
醍
水
濾
増
設
事

業
が
計
爾
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

下
水
道
纂
業
会
計
で
は
松
之
山
浄
化

セ
旧
、
〆
タ
ー
が
完
成
し
、
　
一
部
区
域
で

供
爾
が
闘
始
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
特
溺
余
計
の
詳
し
い

事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
五
月
畢
で

お
難
ら
せ
す
る
予
定
で
す
登

2

算
円
　
　
　
　
　
泓

予
万
講
oo
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
弛
5

会
66
　
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

般
億
　
　
　
　
　
　
　
獺
　
％

一
3
2
　
商

　
　
　
　
　
　
　
翫

度
　
　
　
亮畿
麟
鵬

年9成平　　
　
　
　
軌
　
　
　
　
％

就
薩
鵜

　
　
■

　
　
■

　
　
F

　
　
　
　
　
農
林
水
産
業
費
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

、
醗

そ
　
の

32億
660筋円

）依霧財源
　84．6％

土

木

費
17，7％壌

　
％
他
G6

　
　
　
　
　
％

繰
入
金
£

　
　
　
　
　
壌

鯖
料
　
編

及
び
手
数
料
乞

　
　
　
　
　
％

国
庫
支
出
金
8

　
　
　
　
　
4

晦

『税

7．蓬％
iレ劇
％f沁．3％

　棒グラフは、一般会計の科目劉の謝合を

あらわしたものです。塞た、円グラフは一

般会計の歳入のうち、臼主財源の劉合をあ

らわしたものです。

臨集
支
繊
金
z
3

　
　
　
　
　
重

　
　
　
　
　
編

地
方
交
付
税
肌

平成9年度一般会計

（単位1千円／％）〈歳入〉

科　　　羅 添隼度 前無度 傭び率
町　　　税 23王，713 236，294

一
△
王
． 9

毛庸索…堕紺硲 41　AAA 齢蝋き詞

灘
4玉o獄　52，0繭む△鯛
　　　　　　　　…　　　　6，000△33．3

　　　　　0皆増　季　l　　　　　　　l
　　もへ　ハザいぜ　　

ム。。ol酬。…

i地方塾晦禰交付金

陣方瀬腋…
L盤塗＿＿、講、＿

麟嚢溝判醗瓢藷㌧辮
墜撫幣礁湯
墜聾壷遍豊

　　　　　重
　　　　　｝

oo △ 4L78三・叫三・86今

3．988，825

烈繭
3三3

484

㎜柵㎜噌㎜

鷺

薩講司
鶴葡繭

文巌籏 燈60乙“　　　轟　3 ¢

　出

｝㎜㎜
収

　403，飢7　484，824
＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一｝｝㎜

　　24，9王9　　望4，767

△16．9

＿㎜｝　68，7

総
←
金　　　　　王　　　　三
　　　　　　　　　｝

．、韻

入 金 52，婆88　　63，078

越 金 40，000　　40，000 0
収 入 27，8遵4　　24，544 三3、4

債 335，990　　508，7倉0 △34．β

計
3劃i壷亀752，・・登

△13．G

礁
望4，マ

謝
｝
o

㎜i

　　　　き
三3、41

一薦τ撰

△13．G

纂婁一劃一繭

繰越金　40，000

崖壽謙
〈歳幽〉

・罪雛本年度 離年度 仲び率
議　会　費 62，744 60，650 3．5

総　務　費
セ367，974

4倉7，王53 △2．6

昆　生　費 460，500 4壊4撃685 3．6

衛　生　費 王94ほ93 450，829 ム56．9

労　働　費 三，鍍7 L796 △37．8

農躰水産業費 566，570 584，7懲 △3．ま

商　工　費 王93，548 玉73，桑07 王ま．5

土　木　費 577，G28 764，568 △24．5

消　防　費 96β22 96，亙33 0．2

教　育　費 228，925 250，694 A8．7
災審復摂費 75，882 58ラ061 30．7

公　債　費 435，935 439，068 △0．7

諸支鐵金 99 玉5，64王 △99．4

予　備　費 5ほ72 4，6磁 12．4

合　　　誹 3，2§6，000 3，752，000 △王3．0

　この表は平成9年度一般会計予算を～覧に

したものです。

円

町民璽人に使われるお金……948，867門

土　塞　費　農林氷産業費　　厩　生　費　　む

璽67，643需　　悩，605円　　環33，ア88円1

．鋪、 総断 囎
総務費 教奮饗 衛生費 薦工費・その穂

紛6，907円 66，509円 56，419R 鶴工費56，23偶

心薗■」1恥

短・趨・3卍

翅豊璽璽
鯉，k塾

繍

へ

騰
．
墜

町民1人が負担するお金………67，3董9肖

薗定資産税 薦購梅民税 入蕩税 範たぱこ税

　29，490需

　　　O　o

面”

　26，143円

v
）
　
　
　
ワ
　
o
　
　
　 ’

ψ

　　6，5S6需

躍劔

　3，196縄

の
⑧
　
o
　
　
　
’
　
　
7 一

軽幽動車税 特鶏主雛課有税 購罠が負担するお金と、使われ

　　㌔852需

〆
レ
o
．蝕o
　　　　　は

　　　72円

　　　　き、

磁1

るお金の差額は、羅・票からの補

励金や地方交付税などでまかなわ

れています。

（人口は1月1総現姦3，4銘人〉

9．6％／……19億王518万6千円〔

　　　　　ヂ㎜｝
　　　　　日

　　　　　灘

特別会計総額・

羅罠健康保険会讃

事業勘定一・一一2億4go鵬円　〔△6．2脇

　診療翫勘定一…一…3億4235万2千円〔　6．5％）

老人保健会計・……一・6億0413万4千円〔27．5％）

簡易水道事業会計……2億3170万円　　〔93．1％）

下水道事業会計…一・・4億8800万円　毛△14．0％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　）内は蔚年度比
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ー
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寸
寸
1

4月1日から

役場の事務機構が変わりました

　
鰯
月
一
繊
か
ら
、
役
場
の
事
務
機

構
が
図
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
き
く
変
更
に
な
っ
た
点
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
の
新
築
に
俸
い
今
ま
で

住
蔑
謙
に
あ
っ
た
保
健
衛
生
係
と
福

祉
係
の
…
部
、
松
之
山
診
療
所
を
統

合
し
、
保
健
セ
ン
タ
董
内
に
保
健
編

祉
課
を
創
設
し
ま
し
た
．
保
健
・
緩

療
・
禰
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
本
化
で
業

務
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
課
の
禰
祉
係
に
あ
っ

係
係
係
係

政
政
務
民

行
財
税
住

「
ず
、

総務課

係
係
係

設
業
地

建
林
馬

　
　
　
　
　
　
課

　
　
　
　
　
　
灘

「
し

係
係
係

　
　
良
政
改
委

　
　
地
農
土
農

　
　
　
し

産業諜

た
鍵
昆
健
康
保
険
と
老
人
保
健
、
保

育
所
の
業
務
は
住
罠
係
に
移
さ
れ
、

住
民
係
は
総
務
課
へ
統
合
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
建
設
謙
内
に
薪
た
に

「
林
業
係
㌧
を
設
置
、
ま
た
振
興
諜

の
企
、
團
調
整
係
の
名
称
が
「
企
爾
振

興
係
」
と
な
り
ま
し
た
、

　
な
お
、
い
ま
ま
で
総
務
課
に
あ
っ

た
溝
防
の
業
務
が
閥
月
｝
臼
か
ら
十

藏
町
地
域
広
域
事
務
綴
合
に
移
り
ま

し
た
。圭

　一企爾振興係

　商工観光係

　観光施設係

　［水道係

振興課

一下水道係

一衛生福祉係

一保健介護係

一診療所

　
今
後
も
み
な
さ
ん
か
ら
町
行
政
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
購
し

上
げ
ま
す
、

※
い
ま
ま
で
二
階
に
あ
っ
た
総
務
諜

は
一
購
事
務
室
へ
移
り
ま
し
た
．

水道課

保健福祉課

会計係

助
役

出納室

保
健
セ
ン
タ
ー
長

議会事務局議会議長

一｛欝講

町
長

教糞長

教
薄
委
員
会

　
平
成
九
年
第
一
回
の
町
議
会
定
例

会
が
三
月
牽
臼
か
ら
休
会
を
は
さ
ん

で
十
士
一
臼
ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成
九

年
度
町
一
般
会
計
予
算
や
圏
つ
の
特

別
会
計
予
算
、
条
例
の
～
部
改
正
な
・

ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
臼
の
牽
臼
に
は
、
ま
ず
專
決
処

分
の
承
認
や
報
奮
事
項
が
、
続
い
て

施
政
方
針
、
条
例
の
｝
部
改
正
、
久

保
田
助
役
の
退
任
に
と
も
な
う
新
し

い
助
役
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
般
質
闘
は
十
一
鍼
に
行
わ
れ
、

七
名
の
議
員
が
「
地
方
分
権
の
推
進

と
瞬
村
合
憐
に
つ
い
て
蝋
や
「
農
業

と
観
光
に
つ
い
て
し
な
ど
二
十
六
項

目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
｝
般
質
問
や
町
長
の
施
政
方
針
な

ど
詳
し
い
内
容
は
、
　
「
議
会
だ
よ
り
」

で
紹
介
さ
れ
ま
す
。
今
回
審
議
さ
れ

た
嚢
初
予
算
及
び
条
例
の
｝
部
改
正

な
ど
は
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

4

　
脳
月
｝
“
日
付
け
で
、
町
職
翼
の
人

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
異

動
で
は
縢
名
が
退
職
し
、
照
名
が
新

採
罵
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
保
健
セ
ン
タ
ー
長
に
は
松

之
山
診
療
所
の
五
十
嵐
成
男
鷹
緬
が

就
任
し
ま
し
た
。
　
（
　
）
麟
職
。

【
総
務
難

諜
長
饗
柳
能
弘
（
振
興
課
長
）
課
長

補
佐
〈
住
罠
係
長
事
務
取
扱
〉
舞
小

野
塚
一
栄
（
産
業
諜
土
地
改
良
係
長
）

税
務
係
蓑
鐡
辺
久
子
（
教
育
婁
員
会

祇
会
教
育
係
）
饒
饒
係
彗
小
野
塚
書

代
子
（
総
務
諜
税
務
係
）
久
保
綿
雅

夫
（
住
民
課
橿
祉
係
）
相
沢
美
歯
起

ハ
住
罠
課
住
鶏
係
）
高
橋
広
助
（
住

罠
課
編
祉
係
〉
浦
顯
保
青
所
畦
小
野

塚
光
枝
〈
松
量
保
育
斯
）
松
羅
保
育

所
報
相
沢
簾
子
（
浦
照
保
育
勝
）

門
建
設
課
一

林
業
係
長
錘
南
雲
武
（
建
鶏
課
橿
祉

係
長
）
建
設
係
鷺
中
鶴
｝
男
（
産
業

諜
土
地
改
良
係
〉
林
業
係
舞
編
原
諭

祐
（
建
設
課
建
設
係
）

震
業
課
】

“
謙
器
ハ
繋
山
冨
樺
窟
”
岡
雄
（
住
罠
諜
幕
ハ
）

土
地
改
良
係
長
聾
南
雲
晴
夫
（
住
昆

課
住
罠
係
長
）
土
地
改
長
係
誓
申
鳥

健
男
（
建
設
課
建
設
係
）

霧
興
豊

諜
長
謎
久
保
田
雄
驚
（
水
遵
課
長
）

観
光
施
設
係
長
舞
竹
内
茂
俊
（
振
興

謙
商
工
観
光
係
長
〉
商
工
観
光
係
長

践
小
欝
一
成
〈
振
興
謙
観
光
施
設
係

長
）
企
、
圃
振
興
係
畏
聾
本
撫
敏
雄
（
振

興
課
企
藤
調
整
係
）
企
醐
振
興
係
舞

佐
藤
仁
（
東
窟
事
務
駈
〉
東
窟
事
務

勝
韓
保
坂
美
智
男
（
松
之
山
診
療
所
）

観
光
施
設
係
聾
高
橋
翼
也
（
教
育
婁

員
会
総
務
学
事
係
）

久
保
田
助
役
が
退
任

小
野
塚
良
雄
氏
が
助
役
に
就
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
助
役
久
保
畷
疋
敏
氏
が
、
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
牽
一
臼
付
け
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
滋
氏
は
、
昭
和
二
十
三
年
に
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
山
村
役
場
に
奉
職
、
松
之
由
診
療

三
肩
十
田
に
闘
か
れ
た
定
例
議
会
に

お
い
て
、
小
野
塚
良
雄
氏
（
四
十
八

歳
）
が
、
議
会
の
岡
意
を
得
て
助
役

に
就
任
し
ま
し
た
。
錘
期
は
、
平
成

九
隼
臨
月
一
臼
か
ら
平
成
十
三
年
三

月
三
十
一
臼
ま
で
の
顯
年
間
で
す
。

《
小
野
塚
良
雄
助
役
の
略
歴
》

　
昭
憩
二
十
醐
年
二
月
十
二
沼
生
ま

れ
。
昭
秘
照
十
二
黛
餌
月
に
布
川
農

業
協
岡
績
合
に
勤
務
、
そ
の
後
農
脇

倉
併
に
よ
り
松
之
山
鯨
農
業
協
岡
総

合
、
し
ぶ
み
農
業
脇
綱
繊
合
に
そ
れ

ぞ
れ
勤
務
、
管
理
課
長
、
参
事
、
企

面
・
管
理
課
長
を
歴
任
。
住
所
は
松

之
山
町
大
字
上
蝦
池
五
一
一
番
地

門
水
道
墾

課
長
韓
山
欝
達
夫
（
振
興
課
参
事
）

水
道
係
長
封
佐
藤
三
雄
〈
建
設
課
建

設
係
V
水
道
係
睡
栂
出
一
灘
（
安
塚

土
木
事
務
斯
松
代
分
駈
派
遣
〉

州
保
健
セ
ン
タ
毒
・
保
健
橿
祉
課
】

課
長
羅
佐
藤
戻
雄
（
産
業
諜
長
〉
課

畏
補
佐
〈
診
療
所
事
務
長
事
務
取
扱
〉

蓑
佐
藤
明
彦
（
振
興
課
企
薩
調
整
係

長
）
衛
生
橿
祉
係
長
舞
樋
鶯
漢
次
（
住

罠
諜
保
健
衛
隻
係
長
）
保
健
介
護
係

長
籠
津
端
薫
子
ハ
住
幾
謙
保
健
衛
生

係
〉
衛
生
禰
祉
係
彗
村
山
と
み
子
（
住

罠
課
福
祉
係
）
相
沢
秋
男
（
住
畏
課

保
健
衛
生
係
）
保
健
介
護
係
燵
高
橋

順
子
（
問
）
小
野
塚
良
子
（
闇
…
）
飯

塚
シ
ズ
子
（
住
罠
課
編
祉
係
）
佐
藤

美
津
子
（
隅
）
葛
波
孝
子
（
岡
）
本

山
純
子
（
岡
）
爾
雲
美
患
子
（
鶴
）

松
之
由
診
療
斯
舞
高
澤
雄
基
〈
水
道

課
水
道
係
）
相
沢
秀
雄
（
浦
瞬
小
学

校
V
、

門
出
納
室
】

室
長
蓑
小
口
成
～
（
松
之
山
診
療
所

事
務
長
〉

【
教
畜
委
員
会
一

被
会
教
曹
係
難
小
野
塚
和
恵
（
建
昆

諜
住
戻
係
）
総
務
学
事
係
封
根
沢
正

和
（
産
業
課
農
政
係
）
浦
照
小
掌
校

藝
石
塚
道
男
（
松
之
山
小
学
校
〉
松

之
山
中
学
校
聾
滝
沢
正
（
松
墨
小
学

校
）

糊
牽
β
時
地
域
広
域
事
務
緩
合
｝

佐
藤
敬
｝
（
水
遵
謙
水
道
係
長
）

小野塚良雄助役

所
事
務
畏
、
産
業
課
畏
、
総
務
諜
長

な
ど
を
歴
任
。
平
成
三
年
圏
月
に
助

役
に
就
任
し
、
約
六
年
に
渡
り
豊
窟

な
経
験
と
す
ぐ
れ
た
行
政
手
腕
に
よ

り
、
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　
久
保
田
氏
の
退
任
に
と
も
な
い
、

《
瞬
罵
一
鶏
付
》

産
業
課
農
政
係
蓑
蕎
橋
千
春

振
興
課
観
光
施
設
係
舞
村
山
一
雄
、

高
橋
璽
勝

保
健
禰
祉
課
保
健
介
護
係
韓
小
野
塚

敬
之

《
三
月
三
十
一
臼
付
》

小
酒
舞
桂
ハ
総
務
謙
長
）

小
野
塚
與
芳
〈
出
納
室
長
）

保
坂
広
一
　
（
松
之
山
診
療
斯
）

材
山
壼
子
（
住
幾
謙
橿
祉
係
〉

保
健
セ
ン
タ
ー
内
の
保
健
橿
祉
諜
の

箏
務
簸
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4月1日から

役場の事務機構が変わりました

　
鰯
月
一
繊
か
ら
、
役
場
の
事
務
機

構
が
図
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
き
く
変
更
に
な
っ
た
点
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
の
新
築
に
俸
い
今
ま
で

住
蔑
謙
に
あ
っ
た
保
健
衛
生
係
と
福

祉
係
の
…
部
、
松
之
山
診
療
所
を
統

合
し
、
保
健
セ
ン
タ
董
内
に
保
健
編

祉
課
を
創
設
し
ま
し
た
．
保
健
・
緩

療
・
禰
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
本
化
で
業

務
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
課
の
禰
祉
係
に
あ
っ

係
係
係
係

政
政
務
民

行
財
税
住

「
ず
、

総務課

係
係
係

設
業
地

建
林
馬

　
　
　
　
　
　
課

　
　
　
　
　
　
灘

「
し

係
係
係

　
　
良
政
改
委

　
　
地
農
土
農

　
　
　
し

産業諜

た
鍵
昆
健
康
保
険
と
老
人
保
健
、
保

育
所
の
業
務
は
住
罠
係
に
移
さ
れ
、

住
民
係
は
総
務
課
へ
統
合
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
建
設
謙
内
に
薪
た
に

「
林
業
係
㌧
を
設
置
、
ま
た
振
興
諜

の
企
、
團
調
整
係
の
名
称
が
「
企
爾
振

興
係
」
と
な
り
ま
し
た
、

　
な
お
、
い
ま
ま
で
総
務
課
に
あ
っ

た
溝
防
の
業
務
が
閥
月
｝
臼
か
ら
十

藏
町
地
域
広
域
事
務
綴
合
に
移
り
ま

し
た
。圭

　一企爾振興係

　商工観光係

　観光施設係

　［水道係

振興課

一下水道係

一衛生福祉係

一保健介護係

一診療所

　
今
後
も
み
な
さ
ん
か
ら
町
行
政
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
購
し

上
げ
ま
す
、

※
い
ま
ま
で
二
階
に
あ
っ
た
総
務
諜

は
一
購
事
務
室
へ
移
り
ま
し
た
．

水道課

保健福祉課

会計係

助
役

出納室

保
健
セ
ン
タ
ー
長

議会事務局議会議長

一｛欝講

町
長

教糞長

教
薄
委
員
会

　
平
成
九
年
第
一
回
の
町
議
会
定
例

会
が
三
月
牽
臼
か
ら
休
会
を
は
さ
ん

で
十
士
一
臼
ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成
九

年
度
町
一
般
会
計
予
算
や
圏
つ
の
特

別
会
計
予
算
、
条
例
の
～
部
改
正
な
・

ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
臼
の
牽
臼
に
は
、
ま
ず
專
決
処

分
の
承
認
や
報
奮
事
項
が
、
続
い
て

施
政
方
針
、
条
例
の
｝
部
改
正
、
久

保
田
助
役
の
退
任
に
と
も
な
う
新
し

い
助
役
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
般
質
闘
は
十
一
鍼
に
行
わ
れ
、

七
名
の
議
員
が
「
地
方
分
権
の
推
進

と
瞬
村
合
憐
に
つ
い
て
蝋
や
「
農
業

と
観
光
に
つ
い
て
し
な
ど
二
十
六
項

目
に
つ
い
て
質
問
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ま
し
た
。

　
｝
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質
問
や
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の
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方
針
な

ど
詳
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い
内
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、
　
「
議
会
だ
よ
り
」

で
紹
介
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れ
ま
す
。
今
回
審
議
さ
れ

た
嚢
初
予
算
及
び
条
例
の
｝
部
改
正

な
ど
は
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

4

　
脳
月
｝
“
日
付
け
で
、
町
職
翼
の
人

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
異

動
で
は
縢
名
が
退
職
し
、
照
名
が
新

採
罵
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
保
健
セ
ン
タ
ー
長
に
は
松

之
山
診
療
所
の
五
十
嵐
成
男
鷹
緬
が

就
任
し
ま
し
た
。
　
（
　
）
麟
職
。

【
総
務
難

諜
長
饗
柳
能
弘
（
振
興
課
長
）
課
長

補
佐
〈
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罠
係
長
事
務
取
扱
〉
舞
小

野
塚
一
栄
（
産
業
諜
土
地
改
良
係
長
）

税
務
係
蓑
鐡
辺
久
子
（
教
育
婁
員
会

祇
会
教
育
係
）
饒
饒
係
彗
小
野
塚
書

代
子
（
総
務
諜
税
務
係
）
久
保
綿
雅

夫
（
住
民
課
橿
祉
係
）
相
沢
美
歯
起

ハ
住
罠
課
住
鶏
係
）
高
橋
広
助
（
住

罠
課
編
祉
係
〉
浦
顯
保
青
所
畦
小
野

塚
光
枝
〈
松
量
保
育
斯
）
松
羅
保
育

所
報
相
沢
簾
子
（
浦
照
保
育
勝
）
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建
設
課
一

林
業
係
長
錘
南
雲
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（
建
鶏
課
橿
祉

係
長
）
建
設
係
鷺
中
鶴
｝
男
（
産
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諜
土
地
改
良
係
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係
舞
編
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設
係
）
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樺
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岡
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諜
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）
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聾
南
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昆

課
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罠
係
長
）
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地
改
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係
誓
申
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健
男
（
建
設
課
建
設
係
）

霧
興
豊

諜
長
謎
久
保
田
雄
驚
（
水
遵
課
長
）

観
光
施
設
係
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舞
竹
内
茂
俊
（
振
興

謙
商
工
観
光
係
長
〉
商
工
観
光
係
長

践
小
欝
一
成
〈
振
興
謙
観
光
施
設
係

長
）
企
、
圃
振
興
係
畏
聾
本
撫
敏
雄
（
振

興
課
企
藤
調
整
係
）
企
醐
振
興
係
舞

佐
藤
仁
（
東
窟
事
務
駈
〉
東
窟
事
務

勝
韓
保
坂
美
智
男
（
松
之
山
診
療
所
）

観
光
施
設
係
聾
高
橋
翼
也
（
教
育
婁

員
会
総
務
学
事
係
）

久
保
田
助
役
が
退
任

小
野
塚
良
雄
氏
が
助
役
に
就
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
助
役
久
保
畷
疋
敏
氏
が
、
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
牽
一
臼
付
け
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
滋
氏
は
、
昭
和
二
十
三
年
に
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
山
村
役
場
に
奉
職
、
松
之
由
診
療

三
肩
十
田
に
闘
か
れ
た
定
例
議
会
に

お
い
て
、
小
野
塚
良
雄
氏
（
四
十
八

歳
）
が
、
議
会
の
岡
意
を
得
て
助
役

に
就
任
し
ま
し
た
。
錘
期
は
、
平
成

九
隼
臨
月
一
臼
か
ら
平
成
十
三
年
三

月
三
十
一
臼
ま
で
の
顯
年
間
で
す
。

《
小
野
塚
良
雄
助
役
の
略
歴
》

　
昭
憩
二
十
醐
年
二
月
十
二
沼
生
ま

れ
。
昭
秘
照
十
二
黛
餌
月
に
布
川
農

業
協
岡
績
合
に
勤
務
、
そ
の
後
農
脇

倉
併
に
よ
り
松
之
山
鯨
農
業
協
岡
総

合
、
し
ぶ
み
農
業
脇
綱
繊
合
に
そ
れ

ぞ
れ
勤
務
、
管
理
課
長
、
参
事
、
企

面
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管
理
課
長
を
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任
。
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之
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大
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介
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之
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滝
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水
遵
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水
道
係
長
）
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所
事
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畏
、
産
業
課
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、
総
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長

な
ど
を
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任
。
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成
三
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圏
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に
助
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に
就
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し
、
約
六
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に
渡
り
豊
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な
経
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と
す
ぐ
れ
た
行
政
手
腕
に
よ

り
、
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
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さ
れ

ま
し
た
。
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保
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氏
の
退
任
に
と
も
な
い
、
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1番夕彗箪を迎える松代町罠のみなさん

　
…
、
…
鶏
二
十
二
a
（
烹
）
、
魚
沼
地
方
と
頸
城
地
方
を
結
ぶ
「
ほ
く
ほ
く
線
』

（
六
構
斑
～
爆
潟
問
、
五
十
九
・
煮
キ
P
〉
が
醐
粟
し
ま
し
た
。
昭
麹
六
隼
に

建
設
運
動
を
始
め
て
か
ら
今
年
で
六
十
六
隼
欝
。
濃
線
建
民
の
夢
と
霧
望
を
乗

せ
た
ほ
く
ほ
く
線
の
醐
業
を
撹
う
、
松
代
町
の
ま
つ
だ
い
駅
で
の
闘
業
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
様
予
と
闘
叢
ま
で
の
歩
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
二
十
二
摺
の
午
繭
六
蒋
縢
分
、
ほ

く
ぽ
く
線
の
豪
つ
だ
い
駅
紅
｝
番
列

車
が
到
麓
す
る
と
祝
砲
が
打
ち
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
沼
は
あ
い
に
く

の
爾
模
様
で
し
た
が
、
ホ
ー
ム
に
は

列
薙
を
一
繕
毘
よ
う
と
約
｝
．
爵
人
の

購
艮
が
諮
め
か
け
万
歳
と
拍
事
で
一

番
列
戴
を
迎
え
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ホ
ー
ム
で
は
到
着
式
と

出
発
式
が
行
わ
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

や
く
す
薫
綱
り
な
ど
で
開
業
を
祝
い

ま
し
た
．
鵜
業
祝
賀
パ
レ
ー
ド
は
午

繭
十
時
か
り
嬬
り
、
自
徳
隊
審
楽
ク

ラ
ヅ
と
松
代
小
掌
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
を
先
頭
鵜
購
幾
約
千
五
落
人
が

小
旗
を
持
－
．
て
行
進
し
、
祝
賀
ム
ー

ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
駅
葡
広
場
で
平
山

征
夫
知
譲
を
迎
え
開
業
詑
念
碑
除
幕

式
と
鱒
畏
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
そ
の

申
で
単
山
簿
事
　
（
北
越
急
行
社
長
）

は
「
今
懸
の
醐
業
を
一
番
欝
ん
で
も

ら
い
た
い
の
は
、
地
元
の
み
な
さ
ん

で
す
。
便
利
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と

心
が
ほ
く
ほ
く
、
棄
察
か
ら
来
た
人

が
温
漿
に
入
っ
て
体
が
暖
ま
っ
て
ほ

く
ほ
／
＼
簸
後
に
会
祇
の
売
上
げ
が

瀦
か
っ
て
ほ
く
ほ
く
す
る
。
み
ん
な

で
ほ
く
ほ
く
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
線

踏
が
簿
濤
こ
こ
を
逡
り
、
地
域
の
瀬

1番列車患発式では花束贈塁

性
化
の
た
め
に
頑
張
る
鉄
道
紅
な
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
こ
の
線
踏
を
愛
し
て
く
だ
さ
い
」

と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
お
祝
い
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
闘
業
の
こ
の
鼎
、
ま
つ
だ
い
駅
で

は
、
漿
客
と
麗
業
を
祝
う
入
た
ち
で
一一

績
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
．

　
愚
あ
、
あ
な
た
も
ほ
く
ほ
く
線
に

乗
っ
て
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

ξ
　
’

礎纈
灘

鞭
．
姦鞍

麟
聯

平霞知：事もかけつけてお祝い

のことば
小雨の中小旗を持って祝賀パレード

　　　　綱岬　　　一　　軸　輌榊㎜　　　　　　　轍脚西㎜

ほ
く
ほ
く
線
の

　
　
　
　
あ
ゆ
み

門
昭
和
6
奪
｝
松
代
町
で
鉄
道
建
設

運
動
が
始
ま
る

【
昭
秘
2
5
犀
】
　
一
市
五
郡
を
区
域
と

す
る
「
北
陸
上
越
連
絡
鉄
遵
（
上

越
茜
線
〉
期
成
岡
盟
」
発
会

門
昭
秘
3
7
卑
｝
鉄
道
敷
設
法
に
よ
る

予
定
路
線
に
編
入

門
昭
和
3
8
年
｝
従
来
の
北
陸
上
越
連

絡
鉄
道
期
成
岡
盟
を
発
展
的
に
解

消
。
新
た
紅
「
北
陸
線
連
含
獺
成

岡
盟
会
稲
を
発
是

【
昭
知
胴
お
年
】
　
六
瀟
購
～
牽
霞
町
闘

の
工
事
着
手

【
昭
秘
娼
年
｝
十
鶏
町
～
羅
潟
間
の

工
事
蒲
手

【
昭
報
55
銀
一
國
鉄
再
建
法
施
行
に

伴
い
建
設
予
算
凍
結
、
工
事
中
噺

徳
和
5
9
銭
箏
ぞ
ク
タ
ー
紀

越
急
行
株
式
会
祇
」
が
設
立

【
昭
稲
6
0
鉦
山
臼
本
鉄
道
建
設
公
薗

が
建
設
工
事
に
着
手
。
工
事
再
開

軍
成
元
銭
轟
規
格
化
し
、
蕎
速

列
車
を
運
転
さ
せ
る
こ
と
が
決
定

軍
成
4
年
】
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
先

進
選
坑
貫
通

【
平
成
7
年
】
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
掘

　
翻
完
了
（
着
工
以
来
2
1
奪
）

門
単
成
8
雑
｝
レ
ー
ル
締
結
式
（
4

　
月
〉
、
試
験
滝
行
醐
始
（
9
月
〉

軍
成
9
年
】
ほ
く
ほ
く
線
醐
業

6

　
「
お
ら
ど
こ
の
魅
力
簿
発
箆
…
し

と
題
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ボ
ジ

ウ
ム
が
三
月
牽
穴
欝
く
溝
｝
、
ラ
ポ
…

ト
十
欝
購
で
闘
か
れ
ま
し
た
。

　
よ
り
深
く
地
域
の
魅
力
を
晃
つ
め

直
し
、
窟
ち
づ
く
り
紅
役
立
て
よ
う

と
い
う
も
の
で
、
醐
糊
域
六
帯
・
麟
『
村
（
十

黛
購
帯
、
絹
茜
購
、
津
爾
購
、
中
璽

村
、
松
代
購
、
松
之
山
購
）
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
思
い
寄
せ
る
二
葎
人

の
み
な
さ
ん
が
参
繍
し
て
意
毘
を
交

わ
し
濠
し
た
、

　
年
蒲
中
は
全
体
余
「
い
っ
し
ょ
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
、
　
六
入
の

パ
ネ
ラ
…
が
妻
荷
郷
・
松
之
霞
郷
へ

の
思
い
を
語
り
禽
い
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ラ
ー
は
、
　
こ
の
一
騰
域
に
思
い

を
寄
せ
る
北
村
フ
ラ
ム
さ
ん
｛
東
療

都
往
催
）
、
撫
鶯
律
子
さ
ん
（
紙
灘

竃
往
住
）
、
圏
域
に
移
り
住
ん
だ
鶴

懸
霧
介
さ
ん
（
横
浜
帯
か
ら
津
南
購

へ
）
、
窩
綺
伸
夫
さ
ん
ハ
土
浦
帯
か

ら
中
難
村
へ
〉
、
圏
域
の
パ
ワ
フ
ル

リ
ー
ダ
ー
の
太
田
繍
子
さ
ん
ハ
十
鷺

購
帯
）
、
麺
山
達
三
さ
ん
（
松
代
町
）

で
す
．

　
「
郷
土
の
輝
き
が
ま
ち
お
こ
し
、

む
ら
お
こ
し
の
漂
動
力
で
、
悲
観
や

批
判
か
ら
は
侮
も
盤
ま
れ
て
ツ
」
な
い
篇

「
露
分
の
と
こ
ろ
の
輿
さ
は
、
外
に

患
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
」

が
あ
り
、
人
蒲
が
あ
り
、
よ
そ
餐
に

優
し
い
織
が
気
に
い
っ
た
」
　
「
豊
か

な
宙
然
の
中
で
感
分
の
作
っ
た
物
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
い
た
く

食
べ
ら
れ
る
。
こ
ん
な
螢
沢
な
こ
と

は
な
い
」
な
ど
の
意
見
が
嵐
さ
れ
ま

し
た
．

　
ま
た
、
ほ
く
ほ
く
線
に
つ
い
て
は

　
牌
物
が
人
を
呼
ぶ
の
で
は
な
く
、
心

が
人
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
“

と
結
論
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
分
科
会
「
み
ん
な

で
ト
ー
キ
ン
グ
し
が
行
わ
れ
、
嚢
、

農
業
、
食
、
行
政
と
議
会
、
文
化
芸

術
、
姉
妹
都
市
、
圏
域
内
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
な
ど
紅
つ
い
て
、
菰
域
連
携
の

も
と
で
ど
の
よ
う
に
地
域
お
こ
し
に

活
か
し
て
い
く
か
を
誌
し
倉
い
ま
し

た
．　
第
一
分
科
会
で
は
、
霧
が
隆
る
こ

と
の
欠
点
を
逆
に
利
点
と
す
る
事
例

を
籍
し
禽
い
、
広
域
的
な
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
方
法
を
検
討
し
衷
し

た
。
　
第
二
分
科
会
で
は
、
女
性
農
業
春

が
農
村
の
持
っ
て
い
る
マ
イ
ノ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
打
破
し
、
瓢
し
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
実
践
例
を
も
と

礁
、
鴫
る
い
農
業
の
展
闘
を
探
り
ま

し
た
。

　
第
黒
分
科
金
で
は
、
地
域
の
食
文

化
が
本
物
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
農

業
農
紺
が
各
罪
と
連
携
を
と
っ
て
、

環
境
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

さ
れ
濠
し
た
。

　
第
囎
分
科
会
で
は
、
行
政
全
体
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
は
行
政
、

議
会
、
住
罠
が
そ
れ
ぞ
れ
し
っ
か
り

し
た
理
念
を
持
ち
対
等
な
形
で
議
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
み

で
き
る
よ
う
、
霞
灘
硯
鑛
す
る
必
要

が
あ
る
と
提
醤
さ
れ
濠
し
た
ゆ

　
第
五
分
科
金
で
は
、
伝
統
芸
能
や

臼
常
の
文
化
活
動
は
広
域
の
共
麿
す

る
財
産
で
あ
り
、
広
域
連
携
に
よ
っ

て
嘗
り
、
欝
て
、
伝
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
愚
れ
ま
し
た
、

　
簸
駕
ハ
分
科
為
蝋
で
は
、
　
こ
れ
“
か
・
り
は

　
　
　
　
、
…
も

艮
闘
・
個
人
レ
ベ
ル
で
交
流
す
る
こ

と
が
輿
の
嫡
妹
都
驚
交
流
の
発
展
に

つ
な
が
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
七
分
科
会
で
は
、
人
を
活
か
し

た
活
動
を
す
る
た
め
に
、
中
心
と
な

る
事
務
局
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
が
地
域
づ
く
り
に
は
不
可
欠
だ
と

さ
れ
家
し
た
。

　
分
科
会
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
俊
会

「
み
ん
な
で
シ
ン
ギ
ン
グ
」
、
参
茄

讐
岡
志
の
自
己
紹
介
や
親
睦
逢
図
る

交
流
会
「
わ
い
わ
い
パ
ー
テ
ィ
｝
」

が
行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
熱
い

雰
翻
餓
の
中
で
丸
一
臼
の
臼
程
を
終

り
濠
し
た
。

　
〈
十
繍
購
地
域
広
域
事
務
緯
合
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
垂
蛋
餐
塾
ミ

　ぼゆバゆポゆドルぱゆ　　　　ぜぴ　　　　ぱゆびゆぴぽボぽハ　ゆぽぽハゲ

佳観顛欝磯騨i
　みなさんの麗罠年金や郵便局の簡易保陵・郷便年金

などウ）積立は、公共事業の蜜金として融資され、住み

よい驚づくり蔚斐立っています．平成8年度では、還

元融資を禽め一般会計と特甥会計を含わせ7億3，6

70万円の借り入れでした。事業溺では、次のとおり

です◇

　【一般会計繍5憶3，220万円｝緕滴防防災施設整

備事業算620万賜疹地域防雲体舗整備事業篇2，510万

円疹農業撫い手公被出資金鴬i，500万門憂農業癬い手

公社機械施設整備事業補助金瓢1，3沁万門疹由間地域

活姓化総合舛策事業補助金瓢工．000万鍔レ趣遵亀石線

改築事業鷹i，780万円レ驚道松代松之山線改良事業鵬

　笈，690万円鋳町遵湯山北線改良事業識王，930万需鋳晦

道なべづる線拡編事業瓢玉，36晒円圃道水梨黒禽線

舗装事業窯蕊，800万円疹除雲機械整備事業諜LO憩万

円疹在宅介護支援センター整備事業臨2，350万円憂下

水道建設事業牒1億3，0憩万円i＞繋営農免農遵整備事

業負撞金器玉，480万門レ林道ヰケ轟浦懸線舗i装事業購

　79（｝万円憂保健センター整備箏i業驚6，350フざ円t＞蟹ぎ営

住宅整備事業驚9，420万円レ滅税補てん債慧L890万

円レ林道小沢東山線災審復紹事業瓢200万円鋳林遵野

々海天水越線災害復禰事業篇60万円参・町道松代松之山

線災害復澱事業瓢徽0万湾憂銀道月弛松代線整備事業

負撞金は750万円

　【下水道特溺会計躍2億0，450万円1疹特割環境保全

　公共下水道建設事業鷹王億3，020万円群下水道債（特

　甥措置分〉7，430万円
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1
卜
寸
寸
1

1番夕彗箪を迎える松代町罠のみなさん

　
…
、
…
鶏
二
十
二
a
（
烹
）
、
魚
沼
地
方
と
頸
城
地
方
を
結
ぶ
「
ほ
く
ほ
く
線
』

（
六
構
斑
～
爆
潟
問
、
五
十
九
・
煮
キ
P
〉
が
醐
粟
し
ま
し
た
。
昭
麹
六
隼
に

建
設
運
動
を
始
め
て
か
ら
今
年
で
六
十
六
隼
欝
。
濃
線
建
民
の
夢
と
霧
望
を
乗

せ
た
ほ
く
ほ
く
線
の
醐
業
を
撹
う
、
松
代
町
の
ま
つ
だ
い
駅
で
の
闘
業
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
様
予
と
闘
叢
ま
で
の
歩
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
二
十
二
摺
の
午
繭
六
蒋
縢
分
、
ほ

く
ぽ
く
線
の
豪
つ
だ
い
駅
紅
｝
番
列

車
が
到
麓
す
る
と
祝
砲
が
打
ち
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
沼
は
あ
い
に
く

の
爾
模
様
で
し
た
が
、
ホ
ー
ム
に
は

列
薙
を
一
繕
毘
よ
う
と
約
｝
．
爵
人
の

購
艮
が
諮
め
か
け
万
歳
と
拍
事
で
一

番
列
戴
を
迎
え
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ホ
ー
ム
で
は
到
着
式
と

出
発
式
が
行
わ
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

や
く
す
薫
綱
り
な
ど
で
開
業
を
祝
い

ま
し
た
．
鵜
業
祝
賀
パ
レ
ー
ド
は
午

繭
十
時
か
り
嬬
り
、
自
徳
隊
審
楽
ク

ラ
ヅ
と
松
代
小
掌
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
を
先
頭
鵜
購
幾
約
千
五
落
人
が

小
旗
を
持
－
．
て
行
進
し
、
祝
賀
ム
ー

ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
駅
葡
広
場
で
平
山

征
夫
知
譲
を
迎
え
開
業
詑
念
碑
除
幕

式
と
鱒
畏
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
そ
の

申
で
単
山
簿
事
　
（
北
越
急
行
社
長
）

は
「
今
懸
の
醐
業
を
一
番
欝
ん
で
も

ら
い
た
い
の
は
、
地
元
の
み
な
さ
ん

で
す
。
便
利
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と

心
が
ほ
く
ほ
く
、
棄
察
か
ら
来
た
人

が
温
漿
に
入
っ
て
体
が
暖
ま
っ
て
ほ

く
ほ
／
＼
簸
後
に
会
祇
の
売
上
げ
が

瀦
か
っ
て
ほ
く
ほ
く
す
る
。
み
ん
な

で
ほ
く
ほ
く
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
線

踏
が
簿
濤
こ
こ
を
逡
り
、
地
域
の
瀬

1番列車患発式では花束贈塁

性
化
の
た
め
に
頑
張
る
鉄
道
紅
な
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
こ
の
線
踏
を
愛
し
て
く
だ
さ
い
」

と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
お
祝
い
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
闘
業
の
こ
の
鼎
、
ま
つ
だ
い
駅
で

は
、
漿
客
と
麗
業
を
祝
う
入
た
ち
で
一一

績
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
．

　
愚
あ
、
あ
な
た
も
ほ
く
ほ
く
線
に

乗
っ
て
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

ξ
　
’

礎纈
灘

鞭
．
姦鞍

麟
聯

平霞知：事もかけつけてお祝い

のことば
小雨の中小旗を持って祝賀パレード

　　　　綱岬　　　一　　軸　輌榊㎜　　　　　　　轍脚西㎜

ほ
く
ほ
く
線
の

　
　
　
　
あ
ゆ
み

門
昭
和
6
奪
｝
松
代
町
で
鉄
道
建
設

運
動
が
始
ま
る

【
昭
秘
2
5
犀
】
　
一
市
五
郡
を
区
域
と

す
る
「
北
陸
上
越
連
絡
鉄
遵
（
上

越
茜
線
〉
期
成
岡
盟
」
発
会

門
昭
秘
3
7
卑
｝
鉄
道
敷
設
法
に
よ
る

予
定
路
線
に
編
入

門
昭
和
3
8
年
｝
従
来
の
北
陸
上
越
連

絡
鉄
道
期
成
岡
盟
を
発
展
的
に
解

消
。
新
た
紅
「
北
陸
線
連
含
獺
成

岡
盟
会
稲
を
発
是

【
昭
知
胴
お
年
】
　
六
瀟
購
～
牽
霞
町
闘

の
工
事
着
手

【
昭
秘
娼
年
｝
十
鶏
町
～
羅
潟
間
の

工
事
蒲
手

【
昭
報
55
銀
一
國
鉄
再
建
法
施
行
に

伴
い
建
設
予
算
凍
結
、
工
事
中
噺

徳
和
5
9
銭
箏
ぞ
ク
タ
ー
紀

越
急
行
株
式
会
祇
」
が
設
立

【
昭
稲
6
0
鉦
山
臼
本
鉄
道
建
設
公
薗

が
建
設
工
事
に
着
手
。
工
事
再
開

軍
成
元
銭
轟
規
格
化
し
、
蕎
速

列
車
を
運
転
さ
せ
る
こ
と
が
決
定

軍
成
4
年
】
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
先

進
選
坑
貫
通

【
平
成
7
年
】
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
掘

　
翻
完
了
（
着
工
以
来
2
1
奪
）

門
単
成
8
雑
｝
レ
ー
ル
締
結
式
（
4

　
月
〉
、
試
験
滝
行
醐
始
（
9
月
〉

軍
成
9
年
】
ほ
く
ほ
く
線
醐
業

6

　
「
お
ら
ど
こ
の
魅
力
簿
発
箆
…
し

と
題
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ボ
ジ

ウ
ム
が
三
月
牽
穴
欝
く
溝
｝
、
ラ
ポ
…

ト
十
欝
購
で
闘
か
れ
ま
し
た
。

　
よ
り
深
く
地
域
の
魅
力
を
晃
つ
め

直
し
、
窟
ち
づ
く
り
紅
役
立
て
よ
う

と
い
う
も
の
で
、
醐
糊
域
六
帯
・
麟
『
村
（
十

黛
購
帯
、
絹
茜
購
、
津
爾
購
、
中
璽

村
、
松
代
購
、
松
之
山
購
）
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
思
い
寄
せ
る
二
葎
人

の
み
な
さ
ん
が
参
繍
し
て
意
毘
を
交

わ
し
濠
し
た
、

　
年
蒲
中
は
全
体
余
「
い
っ
し
ょ
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
、
　
六
入
の

パ
ネ
ラ
…
が
妻
荷
郷
・
松
之
霞
郷
へ

の
思
い
を
語
り
禽
い
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ラ
ー
は
、
　
こ
の
一
騰
域
に
思
い

を
寄
せ
る
北
村
フ
ラ
ム
さ
ん
｛
東
療

都
往
催
）
、
撫
鶯
律
子
さ
ん
（
紙
灘

竃
往
住
）
、
圏
域
に
移
り
住
ん
だ
鶴

懸
霧
介
さ
ん
（
横
浜
帯
か
ら
津
南
購

へ
）
、
窩
綺
伸
夫
さ
ん
ハ
土
浦
帯
か

ら
中
難
村
へ
〉
、
圏
域
の
パ
ワ
フ
ル

リ
ー
ダ
ー
の
太
田
繍
子
さ
ん
ハ
十
鷺

購
帯
）
、
麺
山
達
三
さ
ん
（
松
代
町
）

で
す
．

　
「
郷
土
の
輝
き
が
ま
ち
お
こ
し
、

む
ら
お
こ
し
の
漂
動
力
で
、
悲
観
や

批
判
か
ら
は
侮
も
盤
ま
れ
て
ツ
」
な
い
篇

「
露
分
の
と
こ
ろ
の
輿
さ
は
、
外
に

患
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
」

が
あ
り
、
人
蒲
が
あ
り
、
よ
そ
餐
に

優
し
い
織
が
気
に
い
っ
た
」
　
「
豊
か

な
宙
然
の
中
で
感
分
の
作
っ
た
物
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
い
た
く

食
べ
ら
れ
る
。
こ
ん
な
螢
沢
な
こ
と

は
な
い
」
な
ど
の
意
見
が
嵐
さ
れ
ま

し
た
．

　
ま
た
、
ほ
く
ほ
く
線
に
つ
い
て
は

　
牌
物
が
人
を
呼
ぶ
の
で
は
な
く
、
心

が
人
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
“

と
結
論
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
分
科
会
「
み
ん
な

で
ト
ー
キ
ン
グ
し
が
行
わ
れ
、
嚢
、

農
業
、
食
、
行
政
と
議
会
、
文
化
芸

術
、
姉
妹
都
市
、
圏
域
内
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
な
ど
紅
つ
い
て
、
菰
域
連
携
の

も
と
で
ど
の
よ
う
に
地
域
お
こ
し
に

活
か
し
て
い
く
か
を
誌
し
倉
い
ま
し

た
．　
第
一
分
科
会
で
は
、
霧
が
隆
る
こ

と
の
欠
点
を
逆
に
利
点
と
す
る
事
例

を
籍
し
禽
い
、
広
域
的
な
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
方
法
を
検
討
し
衷
し

た
。
　
第
二
分
科
会
で
は
、
女
性
農
業
春

が
農
村
の
持
っ
て
い
る
マ
イ
ノ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
打
破
し
、
瓢
し
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
実
践
例
を
も
と

礁
、
鴫
る
い
農
業
の
展
闘
を
探
り
ま

し
た
。

　
第
黒
分
科
金
で
は
、
地
域
の
食
文

化
が
本
物
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
農

業
農
紺
が
各
罪
と
連
携
を
と
っ
て
、

環
境
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

さ
れ
濠
し
た
。

　
第
囎
分
科
会
で
は
、
行
政
全
体
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
は
行
政
、

議
会
、
住
罠
が
そ
れ
ぞ
れ
し
っ
か
り

し
た
理
念
を
持
ち
対
等
な
形
で
議
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
み

で
き
る
よ
う
、
霞
灘
硯
鑛
す
る
必
要

が
あ
る
と
提
醤
さ
れ
濠
し
た
ゆ

　
第
五
分
科
金
で
は
、
伝
統
芸
能
や

臼
常
の
文
化
活
動
は
広
域
の
共
麿
す

る
財
産
で
あ
り
、
広
域
連
携
に
よ
っ

て
嘗
り
、
欝
て
、
伝
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
愚
れ
ま
し
た
、

　
簸
駕
ハ
分
科
為
蝋
で
は
、
　
こ
れ
“
か
・
り
は

　
　
　
　
、
…
も

艮
闘
・
個
人
レ
ベ
ル
で
交
流
す
る
こ

と
が
輿
の
嫡
妹
都
驚
交
流
の
発
展
に

つ
な
が
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
七
分
科
会
で
は
、
人
を
活
か
し

た
活
動
を
す
る
た
め
に
、
中
心
と
な

る
事
務
局
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
が
地
域
づ
く
り
に
は
不
可
欠
だ
と

さ
れ
家
し
た
。

　
分
科
会
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
俊
会

「
み
ん
な
で
シ
ン
ギ
ン
グ
」
、
参
茄

讐
岡
志
の
自
己
紹
介
や
親
睦
逢
図
る

交
流
会
「
わ
い
わ
い
パ
ー
テ
ィ
｝
」

が
行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
熱
い

雰
翻
餓
の
中
で
丸
一
臼
の
臼
程
を
終

り
濠
し
た
。

　
〈
十
繍
購
地
域
広
域
事
務
緯
合
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
垂
蛋
餐
塾
ミ

　ぼゆバゆポゆドルぱゆ　　　　ぜぴ　　　　ぱゆびゆぴぽボぽハ　ゆぽぽハゲ

佳観顛欝磯騨i
　みなさんの麗罠年金や郵便局の簡易保陵・郷便年金

などウ）積立は、公共事業の蜜金として融資され、住み

よい驚づくり蔚斐立っています．平成8年度では、還

元融資を禽め一般会計と特甥会計を含わせ7億3，6

70万円の借り入れでした。事業溺では、次のとおり

です◇

　【一般会計繍5憶3，220万円｝緕滴防防災施設整

備事業算620万賜疹地域防雲体舗整備事業篇2，510万

円疹農業撫い手公被出資金鴬i，500万門憂農業癬い手

公社機械施設整備事業補助金瓢1，3沁万門疹由間地域

活姓化総合舛策事業補助金瓢工．000万鍔レ趣遵亀石線

改築事業鷹i，780万円レ驚道松代松之山線改良事業鵬

　笈，690万円鋳町遵湯山北線改良事業識王，930万需鋳晦

道なべづる線拡編事業瓢玉，36晒円圃道水梨黒禽線

舗装事業窯蕊，800万円疹除雲機械整備事業諜LO憩万

円疹在宅介護支援センター整備事業臨2，350万円憂下

水道建設事業牒1億3，0憩万円i＞繋営農免農遵整備事

業負撞金器玉，480万門レ林道ヰケ轟浦懸線舗i装事業購

　79（｝万円憂保健センター整備箏i業驚6，350フざ円t＞蟹ぎ営

住宅整備事業驚9，420万円レ滅税補てん債慧L890万

円レ林道小沢東山線災審復紹事業瓢200万円鋳林遵野

々海天水越線災害復禰事業篇60万円参・町道松代松之山

線災害復澱事業瓢徽0万湾憂銀道月弛松代線整備事業

負撞金は750万円

　【下水道特溺会計躍2億0，450万円1疹特割環境保全

　公共下水道建設事業鷹王億3，020万円群下水道債（特

　甥措置分〉7，430万円
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I
o
o
寸
寸
1

騒一り欄ています
みんな
　の
　広場

　このコーナーでは、みなさんからのご意晃やお便りなど

をお待ちしています。町内のスポーツ、文化懸体の活動紹

介や仲聞の募集などにご利罵ください，写真や絵函・イラ

ストなども大歓逓です。お気軽紀ご投稿くださいの

　締め切り8は、毎月2旺｛です。送磐先は松之由町役場総

務誤行政係、広報撫当まで

き

iわが家の人気者⑳
i

めぐみ

萌ちゃん登場（2歳8ヵ月〉i

　福原諭祐・疋予さん2女

　　　　　　　　（松q・保麗〉

　めぐみちゃんの好きな食べ物は、

お肉で特にケンタッキーが大好き

です◇遊びでは、お嫡ちゃんとの

ままごと遊びが好き窟豪た、大切

な宝箱があるそうです。宝箱には

どんな宝物が入っているのかな。

　弟の祐樹くんが隻まれましたが、

お母さんのおなかにいる時、よく

議しかけてくれたそうです。そん

な優しい．禰原家の入気管です。

ζお母さんからの一一書｝

　締や弟と仲良く助けあえるよう

璽蒲愚徽た　」

藤
倉
集
落
で

　
雪
上
レ
ク
大
会
開
く

　
三
月
二
繕
、
藤
倉
集
落
で
雪
上
レ

ク
リ
ェ
！
シ
鯉
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
も
今
年
で
第
十
六

懸
懲
と
な
り
、
毎
葎
集
落
跳
が
総
参

加
し
て
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
．

　
大
会
は
集
落
の
鷲
嶺
で
絹
織
し
て

い
る
藤
欝
会
が
中
心
と
な
り
、
集
落

幾
の
交
流
と
冬
期
間
の
体
力
づ
く
り

を
兼
ね
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
種
目
に
は
、
お
隼
寄
り
か
ら
子
供

ま
で
だ
れ
で
も
が
気
軽
に
参
繊
で
き

る
よ
う
な
も
の
を
行
っ
て
い
ま
す
心

特
に
人
気
の
あ
る
の
が
、
小
黛
拾
い

リ
レ
ー
と
色
水
入
れ
リ
レ
ー
で
す
。

種
目
は
男
女
対
抗
で
行
わ
れ
、
毎
年

熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

　
熱
戦
の
後
は
、
全
麟
が
参
湘
し
て

の
慰
労
会
も
行
わ
れ
、
冬
の
楽
し
い

一
旧
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
藤
欝
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
集
落

蔑
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
集

落
の
濡
性
化
の
た
め
に
積
極
的
に
酒

勤
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
濠
す
。

習
字
・
書
道
で

頑
張
っ
た
子
供
た
ち

　
平
成
九
年
新
潟
曝
霧
初
展
の
結
果

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
受
賞
者

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
葎
度
も
子
供

た
ち
の
習
掌
・
書
道
で
の
活
躍
に
期

待
し
ま
す
。
（
学
年
は
償
学
隼
で
す
）

門
平
成
九
年
紙
潟
県
書
初
展
】

《
特
選
》
小
鷺
穂
子
、
滝
沢
糞
実
、

滝
沢
千
恵
、
蕩
橋
沙
織
、
蕎
橋
政
代

（
以
上
松
之
山
中
蕪
俸
）
、
福
原
高
志

（
松
之
山
中
二
年
）
、
禰
原
敦
憲
（
松

毘
小
六
年
）

　
※
中
学
三
年
の
特
選
受
賞
数
は
全

藥
で
単
独
一
位
で
す
。

《
準
特
選
》
佐
藤
悠
里
（
松
之
蜘
中

三
年
〉
、
高
橋
由
貴
（
松
璽
小
姻
年
）

◎
そ
の
勉
の
展
覧
五
訳
で
の
成
績

【
二
宮
尊
徳
記
念
全
露
展
】

《
欄
人
特
溺
賞
》
福
原
敦
志
（
松
里

小
穴
年
）

幽
県
の
第
十
園
田
中
友
好
書
道
展
】

《
記
念
奨
励
賞
》
佐
藤
智
穂
（
松
婁

小
脳
年
）
禰
原
敦
志
（
松
墨
六
隼
）

橿
漂
高
志
（
松
之
山
中
一
…
年
〉

佐
藤
永
茅
さ
ん
の
作
晶

花
絵
デ
ザ
イ
ン
に
採
用

　
二
月
二
十
二
臼
、
新
潟
市
の
春
を

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
で
彩
る
「
に
い

が
た
花
絵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
，
97
花

絵
デ
ザ
イ
ン
審
奮
会
が
行
わ
れ
、
当

町
の
俵
藤
永
子
さ
ん
（
瞥
根
）
の
作

品
が
花
絵
に
採
溺
す
る
デ
ザ
イ
ン
三

作
贔
の
一
点
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
俊
藤
さ
ん
の
作
贔
は
、
桜
と
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
そ
ろ
う
春
の
嵐
景

に
感
動
し
た
天
使
が
舞
い
降
り
て
き
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騒一り欄ています
みんな
　の
　広場

　このコーナーでは、みなさんからのご意晃やお便りなど

をお待ちしています。町内のスポーツ、文化懸体の活動紹

介や仲聞の募集などにご利罵ください，写真や絵函・イラ

ストなども大歓逓です。お気軽紀ご投稿くださいの

　締め切り8は、毎月2旺｛です。送磐先は松之由町役場総

務誤行政係、広報撫当まで

き

iわが家の人気者⑳
i

めぐみ

萌ちゃん登場（2歳8ヵ月〉i

　福原諭祐・疋予さん2女

　　　　　　　　（松q・保麗〉

　めぐみちゃんの好きな食べ物は、

お肉で特にケンタッキーが大好き

です◇遊びでは、お嫡ちゃんとの

ままごと遊びが好き窟豪た、大切

な宝箱があるそうです。宝箱には

どんな宝物が入っているのかな。

　弟の祐樹くんが隻まれましたが、

お母さんのおなかにいる時、よく

議しかけてくれたそうです。そん

な優しい．禰原家の入気管です。

ζお母さんからの一一書｝

　締や弟と仲良く助けあえるよう

璽蒲愚徽た　」

藤
倉
集
落
で

　
雪
上
レ
ク
大
会
開
く

　
三
月
二
繕
、
藤
倉
集
落
で
雪
上
レ

ク
リ
ェ
！
シ
鯉
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
も
今
年
で
第
十
六

懸
懲
と
な
り
、
毎
葎
集
落
跳
が
総
参

加
し
て
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
．

　
大
会
は
集
落
の
鷲
嶺
で
絹
織
し
て

い
る
藤
欝
会
が
中
心
と
な
り
、
集
落

幾
の
交
流
と
冬
期
間
の
体
力
づ
く
り

を
兼
ね
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
種
目
に
は
、
お
隼
寄
り
か
ら
子
供

ま
で
だ
れ
で
も
が
気
軽
に
参
繊
で
き

る
よ
う
な
も
の
を
行
っ
て
い
ま
す
心

特
に
人
気
の
あ
る
の
が
、
小
黛
拾
い

リ
レ
ー
と
色
水
入
れ
リ
レ
ー
で
す
。

種
目
は
男
女
対
抗
で
行
わ
れ
、
毎
年

熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

　
熱
戦
の
後
は
、
全
麟
が
参
湘
し
て

の
慰
労
会
も
行
わ
れ
、
冬
の
楽
し
い

一
旧
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
藤
欝
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
集
落

蔑
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
集

落
の
濡
性
化
の
た
め
に
積
極
的
に
酒

勤
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
濠
す
。

習
字
・
書
道
で

頑
張
っ
た
子
供
た
ち

　
平
成
九
年
新
潟
曝
霧
初
展
の
結
果

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
受
賞
者

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
葎
度
も
子
供

た
ち
の
習
掌
・
書
道
で
の
活
躍
に
期

待
し
ま
す
。
（
学
年
は
償
学
隼
で
す
）

門
平
成
九
年
紙
潟
県
書
初
展
】

《
特
選
》
小
鷺
穂
子
、
滝
沢
糞
実
、

滝
沢
千
恵
、
蕩
橋
沙
織
、
蕎
橋
政
代

（
以
上
松
之
山
中
蕪
俸
）
、
福
原
高
志

（
松
之
山
中
二
年
）
、
禰
原
敦
憲
（
松

毘
小
六
年
）

　
※
中
学
三
年
の
特
選
受
賞
数
は
全

藥
で
単
独
一
位
で
す
。

《
準
特
選
》
佐
藤
悠
里
（
松
之
蜘
中

三
年
〉
、
高
橋
由
貴
（
松
璽
小
姻
年
）

◎
そ
の
勉
の
展
覧
五
訳
で
の
成
績

【
二
宮
尊
徳
記
念
全
露
展
】

《
欄
人
特
溺
賞
》
福
原
敦
志
（
松
里

小
穴
年
）

幽
県
の
第
十
園
田
中
友
好
書
道
展
】

《
記
念
奨
励
賞
》
佐
藤
智
穂
（
松
婁

小
脳
年
）
禰
原
敦
志
（
松
墨
六
隼
）

橿
漂
高
志
（
松
之
山
中
一
…
年
〉

佐
藤
永
茅
さ
ん
の
作
晶

花
絵
デ
ザ
イ
ン
に
採
用

　
二
月
二
十
二
臼
、
新
潟
市
の
春
を

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
で
彩
る
「
に
い

が
た
花
絵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
，
97
花

絵
デ
ザ
イ
ン
審
奮
会
が
行
わ
れ
、
当

町
の
俵
藤
永
子
さ
ん
（
瞥
根
）
の
作

品
が
花
絵
に
採
溺
す
る
デ
ザ
イ
ン
三

作
贔
の
一
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に
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れ
ま
し
た
。
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と
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の
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を
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外
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の
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。
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リ
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の
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す
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今
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十
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の
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に
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五
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潟
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の
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1
①
寸
寸
1

ま
ち
の
話
題

思い出を胸に田人が旅立ち

　　　　松之幽中学校で卒業式

　
三
月
十
二
繕
、
松
之
撫
中
掌
校
で

卒
業
式
が
行
わ
れ
、
井
灘
政
芳
校
擾

か
フ
卒
業
盤
鷹
十
一
人
（
翼
子
二
牽
㎜

人
、
女
子
三
十
一
人
）
の
一
人
ひ
と

り
に
楽
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
．
㎜

　
式
辞
で
井
顯
校
藻
は
、
　
自
分
の

良
さ
を
伸
ば
し
て
く
だ
さ
い
．
飽
人

に
対
し
て
深
い
思
い
や
り
と
謙
虚
さ

を
も
っ
て
く
だ
さ
い
し
と
は
な
む
け

の
欝
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　
卒
業
盤
か
ら
は
、
三
無
間
の
感
謝

の
気
持
ち
が
込
め
り
れ
た
噂
簾
立
ち

の
蔭
に
弧
が
禽
唱
さ
れ
、
鷹
校
盗
や

父
兄
の
拍
手
に
送
ら
れ
思
い
臨
を
胸

　
た
な
ぐ

に
掌
舎
を
族
立
つ
て
行
き
豪
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

繕
　鞘　｛
いー

ン榊

、
ダ
～
、こいよ小学生

斯で卒園式

盤i鑛

　
　
　
　
　
．
蝶

　
、
欝
月
二
十
ふ
ハ
黛
、
　
撫
期
内
の
三
つ
の

保
蕎
所
で
卒
園
式
が
行
わ
れ
、
二
十

三
人
が
準
園
し
ま
し
た
。

　
松
…
墨
保
寓
縄
断
…
で
も
六
入
が
卒
㎜
園
、

久
保
田
助
役
か
・
圏
兜
た
ち
に
卒
園

　
　
　
　
は
う
び

証
灘
と
ご
褒
美
が
乎
渡
さ
れ
ま
し
た
、
■

　
卒
園
式
で
は
大
き
く
な
っ
た
ら
、

賎
畜
雛
謄
錦
馨
鑓
盆
森

し
保蕨
鰐
暴
擁
蕪

り
偏
　
　
　
れ
ま
し
た
。
簸
後
臓
卒
圏
晃
か
ら
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友
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3、公簿、公熔の謄本、抄本ま燃願伽ピー一・…申’桝
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松之山町生涯学習だより

“
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担当　武田Nα35公民館　劔6－2265
ゆとりくん
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」

　
畢
春
の
大
厳
轡
蕎
原
で
の
シ
ー
ズ

ン
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
ス
キ
ー
大

会
で
す
。

▼
会
場

▼
鰯
沼

▼
時
闇

▼
問
合

大
厳
寺
高
漂
ク
窃
ス
カ
ン

ト
リ
｝
ス
キ
ー
コ
達
ス

4
月
2
0
鷺
働
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年
大
好
評
だ
っ
た
湯
鳥
大
学
が

い
よ
い
よ
今
黛
も
ス
タ
筆
ト
し
ま
す
。

第
王
露
は
入
学
式
と
依
藤
町
長
の
講

話
で
す
。
バ
ス
送
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あ
り
。

▼
期
鷺
　
5
穆
ま
繕
一
㈱

▼
聴
闘
　
m
時
3
0
分
～
1
蒋
30
分

▼
会
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

「
刷
パ

　
今
葎
も
5倉
名
の
若
奢
が
成
人
式
を

迎
え
ま
す
。
新
成
人
の
み
な
さ
ん
、

宋
来
へ
む
か
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
！

▼
期
績
5
月
3
日
匂
⇒

▼
会
場
　
自
然
休
養
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セ
ン
タ
ー

囹u圏　
み
ん
な
で
美
し
い
松
之
山
時
の
大

掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
口

▼
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日
　
5
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n
懸
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▼
時
間
午
蔚
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時
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▼
場
所
　
町
内
の
窯
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路
周
辺

▼
濤
動
　
各
集
落
単
位

　
　
こ
の
度
の
異
動
で
公
罠
館
か
ら
松
｝

｝
之
山
小
学
校
に
異
動
す
る
こ
と
に
な
　
…

　
り
ま
し
た
。

　
　
㎜
一
犀
間
と
い
う
短
か
い
間
で
し
た
㎜

ぶ
、
松
話
町
の
み
な
さ
ん
に
本
煮

　
に
お
世
語
に
な
り
ま
し
た
。
次
闘
か
｝

｝
ら
の
「
湯
鶏
だ
よ
り
し
は
公
晟
館
職
…

｝
綴
が
撞
当
し
ま
す
．
　
武
田
篤
㎜

～自由に鰯牲を生かしてトライ！～平成9年度

　教室・講座のご案内
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　先日配蒲の教室・講座案内のチラシで申し込みください。電話での申し込みも受け付けます。（6－2265〉
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上
布
川
地
区
コ

1階

玄関
管理室渡り廊下

料理研究室

会議窯・談話室

利
用
の

文化活動・趣味の部屋

、
・
、
ユ
ニ
テ
ィ
施
設
（
旧
東
川
小
）

ご
案
内

　
闘
月
か
ら
東
川
小
学
校
が
松
之
山
小
学
校
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
瞬

東
潤
小
学
校
が
上
布
掛
地
区
コ
ミ
ョ
　
テ
ィ
施
設
と
し
て
瓢
し
く
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
の
オ
ー
プ
ン
は
、
五
月
一
鑓
で
す
。

　
各
種
教
室
や
講
座
、
サ
…
ク
ル
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
ま
た
憩
い
の
場
と

し
て
、
町
幾
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
利
糊
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
申
込
み
先
〉
松
之
山
町
公
罠
館
燈
6
－
2
2
6
5

　　　　　　（円）
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i．遮董

2階

3階

施設の平面図

婁　階

体欝館

　玄関

2階

亟

室会集

網葱
料罵使の設

㎜
室

施
「

蒙離縞

自
然
が

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

だ
い
す
き

　物である，江戸蒔代に日本に渡来し

　たもの。クローバーという名まえで

親しまれている，ツメタサの名は、

ガラス暴具を運ぶとき、箱のすきま

にこの葦をつめたことからっけられ

た。　配松之麹の櫨物譲より

　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
で
も
、
繭

月
一
礒
付
け
で
二
名
の
異
動
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
養
護
教
興
の
人
的

配
置
が
認
め
ら
れ
、
幽
月
一
鷺
か
ら

葬
常
勤
と
し
て
週
十
時
問
一
名
が
勤

務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
異
動
で
新
し
く
「
松
商
篇

紅
お
越
し
い
た
だ
い
た
の
は
、
藤
木

圏
裕
教
頭
と
菊
原
真
美
教
諭
で
す
。

　
藤
木
教
頭
は
繊
身
地
が
中
条
町
、

蔚
任
校
は
村
上
蕎
校
で
す
。
松
蕎
の

印
象
は
、
「
生
徒
が
明
る
い
こ
と
。
初

め
て
学
校
に
来
た
時
、
盤
徒
か
ら
鯛

る
く
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
が
あ
夢
、

松
高
が
す
っ
か
り
気
に
入
っ
て
し
ま

っ
た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
菊
原
先
生
は
、
新
潟
帯
出
身
。
今

年
初
め
て
教
翼
に
な
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
購
の
印
象
は
「
温
泉
が
す
ば
ら

し
い
。
た
く
さ
ん
あ
る
温
象
を
全
部

園
り
た
い
し
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
養
護
教
員
に
は
、
小
野
塚
多
美
子

さ
ん
（
東
規
・
ヤ
マ
キ
ヤ
）
が
勤
め
、

生
徒
の
健
康
管
理
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
特
に
、
嵩
校
生
の
蒔
獺
の
不
安

定
な
糟
神
薗
の
指
導
、
病
気
や
怪
我

の
処
覆
が
行
わ
れ
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
の

手
続
き
は
お
早
め
に

　
　
　
　
　
　
総
務
課
住
民
係

　
出
稼
ぎ
か
ら
お
帰
り
に
な
ら
れ
た

み
な
さ
ん
、
ご
著
労
様
で
し
た
。

　
出
稼
ぎ
先
で
各
種
保
険
に
撫
入
さ

れ
て
い
た
方
は
、
事
業
勝
が
発
行
す

る
離
脱
証
明
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
、

役
場
で
圏
罠
健
康
保
険
の
加
入
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
⑭
の
保
険
証
を
持
っ
て
行

か
れ
た
方
は
、
役
場
に
至
急
お
返
し

く
だ
さ
い
。

　
鷹
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
時
は
、

月
一
醸
必
ず
保
険
証
を
見
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
窟
す
。
紙
し
い
繰
険
証

に
変
わ
っ
た
ら
、
医
療
機
関
の
窓
照

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
い
保
険
灘
が
お
手
元

に
鵬
か
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
冨
を

医
療
機
関
続
申
し
嵐
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
の
切
り
替
え
が
遅
れ
た
り
、

保
険
証
を
鷹
療
機
関
へ
提
示
し
な
か

っ
た
場
禽
は
、
蹉
療
費
が
自
己
負
担

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十

分
ご
波
意
く
だ
さ
い
．

米
穀
販
売
業
の

登
録
申
講
は
じ
ま
る

　
　
　
　
　
　
上
越
簸
政
事
務
所

　
平
成
7
年
n
月
か
ら
従
来
の
「
食

糧
管
理
法
」
に
代
わ
り
「
主
要
食
糧

の
霧
給
及
び
緬
格
の
安
定
に
関
す
る

法
律
し
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
小
売
業
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
「
許
可
制
」
か
ら
「
登
録
制
」

と
な
り
ま
し
た
。
小
売
業
の
登
録
申

講
は
毎
7
年
4
月
－
鰹
か
ら
来
一
獺
ま
で

の
岬
か
月
間
が
嘩
講
期
間
で
す
。

　
小
売
業
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、

期
磁
ま
で
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
、
【
小
売
業
の
登
録
乎
続
き
】
申
講
期

間
擁
4
月
i
賑
か
ら
4
月
3
0
鷺
ま
で

の
　
か
月
問
【
登
録
日
扁
6
月
三
鷺

門
聯
講
書
の
提
出
先
｝
登
録
申
講
露

に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
巖
寄
り
の

農
政
事
務
勝
に
直
「
接
提
患
し
て
く
だ

さ
い
【
登
録
の
蕎
効
期
間
】
登
録
を

受
け
た
磁
か
ら
3
年
【
購
講
手
数
料
嗣

新
潟
票
収
入
証
紙
《
新
燦
・
翼
新
登

録
》
9
千
円
、
販
売
所
が
2
以
上
の

場
本
は
9
千
円
に
！
を
超
え
る
販
売

所
の
数
に
5
千
円
を
乗
じ
た
額
を
舶

算
し
た
額
《
変
更
登
録
》
5
千
円
に

所
在
地
が
変
更
さ
れ
る
販
売
所
の
数

を
乗
じ
て
得
た
額
【
詳
し
い
内
容
・

問
い
合
わ
せ
先
】
上
越
農
政
事
務
所

経
済
課
燈
0
2
5
5
－
2
6
－
9
5

門／

3ご
存
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

　
　
　
　
　
寓
浅
検
察
審
資
会

　
交
通
事
数
、
詐
欺
な
ど
被
寄
に
あ

っ
て
警
察
や
検
察
庁
紅
訴
え
た
の
に
、

そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
（
不
起
訴
処
分
）
、
ど
う
も
納
得
で

き
な
い
。
こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の

方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
検
察
審
奮
会
は
、
選
挙
権
を
脊
す

る
麗
畏
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば

れ
た
H
人
の
審
奮
墨
が
園
鋭
を
代
蓑

し
、
住
罠
と
し
て
健
全
な
良
識
礁
従

っ
て
、
検
察
欝
の
不
起
訴
処
分
を
調

べ
直
し
て
く
れ
る
罠
寵
的
な
麟
の
機

関
で
す
。

　
串
し
立
て
費
爾
は
一
切
か
か
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
蕎
磁
検

察
審
畳
会
事
務
馬
（
新
潟
地
方
裁
判

所
高
田
支
部
内
）
上
越
市
大
手
購
玉

ー
2
6
費
0
2
5
5
－
2
4
i
5
1

6
0
（
2
王
2
）

銃
砲
刀
剣
類
登
録

審
査
会
の
開
催
期
日

　
　
　
　
　
県
庁
文
化
行
政
課

　
平
成
9
年
度
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審

奮
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

来
登
録
の
吉
式
銃
砲
及
び
刀
剣
類
斯

持
暫
は
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

【
疑
程
｝
6
月
2
7
疑
（
金
〉
沁
月
鴛

田
（
金
）
2
月
2
0
疑
（
金
）
　
門
会
場
】

長
岡
市
長
岡
総
愈
庁
舎
【
時
閥
｝
午

前
鎗
時
～
捻
時
、
午
後
1
時
～
2
蒔

30

分
【
持
参
す
る
も
の
｝
①
登
録
を

受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
②
銃

砲
刀
剣
類
発
見
麟
受
理
証
（
所
轄
警

察
署
発
行
）
③
審
登
手
数
料
1
件
に

っ
き
5
9
0
0
円
（
新
潟
県
収
入
証

紙
で
納
入
す
る
）
④
印
鑑
門
問
い
合

わ
せ
先
】
新
潟
県
教
膏
庁
文
化
行
政

諜
費
0
2
5
－
2
8
5
i
5
5
1
1

　
※
新
潟
市
会
場
も
あ
り
ま
す
。

‘4

〆菰たの声が道づくりもこ㌧、かされます

1　　建設省の諮問機関である道蕗審議会では、平成10年度からの道路整
　備の方肉性や進め方等について、賎年ヂキックオフ・レポート」を作

　　成し、道露利罵者であるみなさんをこ意晃を公募したところ、多くの売

の協力をいただき誠にありがとうございました。

　道踏審議会墓本政策部会では、その貴重な憲晃を基に、今後の道路

政策の方肉牲や進め方等にっいて議論してきました。その結果を「中

間とりまとめ」として作成しましたので、もう一度みなさんからご意

見をいただきたいと思います。

　そしてみなさんの貴重な意見を反映した、新しい時代にふさわしい

曾新たな遵蹄讃面謹を策定し、政府にその実行を求めたいと思い暮す。

「中間とりまとめ諜を入手されたい方は、次にお問い合わせください。

＊建設省　蔑鑓工事事務斯　調糞第二諜　費G255－23一紅36

＊新潟察　安塚土木事務漸　計颪調整課　簸02559－2－3852

＊松之山町役場　建設謙　建設係　　　　鷹Q2559－6－313玉

｝一

隈
園
團
圏
圃

　
　
　
　
　
　
囲
因
回

　
三
月
二
牽
二
研
、
待
望
の
ほ
く
ほ

く
線
が
囎
業
し
た
管

　
遵
蕗
の
整
備
や
無
簾
化
で
鉄
遵
に

対
す
る
期
待
は
昔
ほ
ど
強
く
な
い
が
、

ぽ
く
ほ
く
線
が
東
頸
城
地
内
の
交
通

体
系
を
｝
変
さ
せ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。

　
ま
つ
だ
い
駅
か
ら
蒼
都
圏
の
主
要

駅
と
は
約
工
～
三
聴
間
で
結
ば
れ
、

ゆ
と
り
を
持
っ
て
霞
帰
り
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
、

　
ま
た
、
簸
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
観
光

客
へ
の
交
通
案
内
が
楽
に
な
っ
た
こ

と
と
、
冬
期
閥
で
も
時
闘
が
計
算
で

き
る
こ
と
で
あ
る
．

　
休
β
等
に
運
行
し
て
い
た
ふ
る
さ

ん
融
馳
麟う

・

葡
ラ
　
な
　
　
　
な
　
　
る

γ
．
婆

　
　
●

　
　
凸
智

ト
毛
飯
萄

今
a
が
弓

年
2
え
鴨

、

編
μ

争
う
駕
傷
魯
ヒ

面
働
馨
撃

σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

ほ
く
ほ
く
線
　
　
翫

開
業
メ
リ
ッ
ト

よ
3
し
く
囎

　
　
　
　
’
ぜ

　
　
／
“

　
　
＾
6
、

　
　
ひ

　
ク
（
　
　
　
　
　
｝

争
章
』
　
、
　
∵

と
写
は
便
利
だ
っ
た
が
一
鷺
二
往
復

し
か
な
・
＼
平
鷺
は
十
霞
町
経
滋
で

二
蒔
間
以
上
も
か
か
っ
た
た
め
大
変

不
便
だ
っ
た
。

　
今
後
は
J
R
・
北
越
急
行
・
棄
頸

バ
ス
と
連
携
し
て
魅
力
あ
る
松
之
由

を
売
込
み
、
手
墳
な
値
段
で
鼠
軽
に

宿
泊
や
体
験
が
で
き
る
旅
行
繭
晶
を

闘
発
す
る
必
要
が
あ
る
．

　
そ
の
第
一
弾
と
し
て
J
R
系
の
び

ゅ
う
プ
ラ
ザ
か
ら
「
銭
本
三
大
薬
湯

松
之
山
潟
泉
」
が
発
売
さ
れ
、
東
窟

か
り
の
交
通
費
・
宿
泊
料
込
み
で
約

二
万
二
千
円
と
格
安
で
あ
る
。

　
今
は
ま
だ
開
”
業
に
う
か
れ
て
い
る

段
階
だ
が
、
本
気
で
観
光
客
を
誘
致

す
る
の
で
あ
れ
ば
午
後
の
六
鷺
町
乗

換
え
を
少
し
で
も
減
ら
す
必
要
が
あ

る
し
、
團
定
化
し
て
い
る
観
光
施
設

の
発
直
し
と
新
し
い
集
客
施
設
の
建

設
も
毒
え
る
べ
き
だ
ろ
う
ゆ

　
残
念
な
が
ら
松
之
山
地
内
に
レ
ー

ル
は
通
ら
な
か
っ
た
が
、
で
き
る
だ

け
マ
イ
レ
｝
ル
意
識
を
持
っ
て
利
罵

し
た
い
も
の
で
あ
る
、

　
次
園
か
ら
は
保
坂
葵
智
男
が
撫
当

し
ま
す
）
　
東
窟
事
務
研
　
佐
藤

自衛官募集
　紡衛序謄は、2等陸・海・窒士自衛

嘗を募集し｛レ壕す。

毅資格｝爲歳以上27歳牽満の男子

蓋受付獺閥…無間を通¢行鱒ます

【試験獺鮒受継後縫指建しま藩

【倉格発表…試験後ま滋月以降姥

蓑天隊藁採絹蚤建通難書韓《

惹待遇・その地塗採鶏と織聴羅特鶏職

　麟家公務藁。隣翻鯨海・劉翻

　集を織緩鯛と移癒佳爆。

　嚢連絡禿達瓢潟地秀蓮絡部蕩醗募集事

　務漸鹸髭越毒黍際61獺群23

　融館2欝鋼聯123矯糊
　象趨ま松譲岬搬場総務諜へ

　　ほくほく線開業記念

小沢昭講演会，懸一
～棚のこころ～　　灘銭，

謹羅1欝　騨轍1
⇔潮蒙　平成9年4月26日qゆ麗演午後2時　　　　　　　、◎

◇会場　．L越文化会館／上越毒

◇入場　無料（整理券が必要〉

　◇入場方法　官製往復はがきの往鱈の裏藏に住所、氏名、年齢と入

　場希望人数（4名様まで〉を、復信の表藏にご自分の住漸、氏名

　　を明記しご応募ください。

　※ご応募多数の場倉は、独選となりますのでご了承ください。

　（〉応募宛先　〒9駒新潟毒新光町4－1新潟県交通資源対策課内

　　「北越急行購業準備会・小沢昭一講演会係」

　◇応募締切　平成9年4月14臼㈲必慧

9μ移
ー
拶
ソ
吻
り
λ
穿
偽
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国
民
健
康
保
険
の

手
続
き
は
お
早
め
に

　
　
　
　
　
　
総
務
課
住
民
係

　
出
稼
ぎ
か
ら
お
帰
り
に
な
ら
れ
た

み
な
さ
ん
、
ご
著
労
様
で
し
た
。

　
出
稼
ぎ
先
で
各
種
保
険
に
撫
入
さ

れ
て
い
た
方
は
、
事
業
勝
が
発
行
す

る
離
脱
証
明
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
、

役
場
で
圏
罠
健
康
保
険
の
加
入
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
⑭
の
保
険
証
を
持
っ
て
行

か
れ
た
方
は
、
役
場
に
至
急
お
返
し

く
だ
さ
い
。

　
鷹
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
時
は
、

月
一
醸
必
ず
保
険
証
を
見
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
窟
す
。
紙
し
い
繰
険
証

に
変
わ
っ
た
ら
、
医
療
機
関
の
窓
照

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
い
保
険
灘
が
お
手
元

に
鵬
か
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
冨
を

医
療
機
関
続
申
し
嵐
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
の
切
り
替
え
が
遅
れ
た
り
、

保
険
証
を
鷹
療
機
関
へ
提
示
し
な
か

っ
た
場
禽
は
、
蹉
療
費
が
自
己
負
担

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十

分
ご
波
意
く
だ
さ
い
．

米
穀
販
売
業
の

登
録
申
講
は
じ
ま
る

　
　
　
　
　
　
上
越
簸
政
事
務
所

　
平
成
7
年
n
月
か
ら
従
来
の
「
食

糧
管
理
法
」
に
代
わ
り
「
主
要
食
糧

の
霧
給
及
び
緬
格
の
安
定
に
関
す
る

法
律
し
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
小
売
業
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
「
許
可
制
」
か
ら
「
登
録
制
」

と
な
り
ま
し
た
。
小
売
業
の
登
録
申

講
は
毎
7
年
4
月
－
鰹
か
ら
来
一
獺
ま
で

の
岬
か
月
間
が
嘩
講
期
間
で
す
。

　
小
売
業
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、

期
磁
ま
で
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
、
【
小
売
業
の
登
録
乎
続
き
】
申
講
期

間
擁
4
月
i
賑
か
ら
4
月
3
0
鷺
ま
で

の
　
か
月
問
【
登
録
日
扁
6
月
三
鷺

門
聯
講
書
の
提
出
先
｝
登
録
申
講
露

に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
巖
寄
り
の

農
政
事
務
勝
に
直
「
接
提
患
し
て
く
だ

さ
い
【
登
録
の
蕎
効
期
間
】
登
録
を

受
け
た
磁
か
ら
3
年
【
購
講
手
数
料
嗣

新
潟
票
収
入
証
紙
《
新
燦
・
翼
新
登

録
》
9
千
円
、
販
売
所
が
2
以
上
の

場
本
は
9
千
円
に
！
を
超
え
る
販
売

所
の
数
に
5
千
円
を
乗
じ
た
額
を
舶

算
し
た
額
《
変
更
登
録
》
5
千
円
に

所
在
地
が
変
更
さ
れ
る
販
売
所
の
数

を
乗
じ
て
得
た
額
【
詳
し
い
内
容
・

問
い
合
わ
せ
先
】
上
越
農
政
事
務
所

経
済
課
燈
0
2
5
5
－
2
6
－
9
5

門／

3ご
存
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

　
　
　
　
　
寓
浅
検
察
審
資
会

　
交
通
事
数
、
詐
欺
な
ど
被
寄
に
あ

っ
て
警
察
や
検
察
庁
紅
訴
え
た
の
に
、

そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
（
不
起
訴
処
分
）
、
ど
う
も
納
得
で

き
な
い
。
こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の

方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
検
察
審
奮
会
は
、
選
挙
権
を
脊
す

る
麗
畏
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば

れ
た
H
人
の
審
奮
墨
が
園
鋭
を
代
蓑

し
、
住
罠
と
し
て
健
全
な
良
識
礁
従

っ
て
、
検
察
欝
の
不
起
訴
処
分
を
調

べ
直
し
て
く
れ
る
罠
寵
的
な
麟
の
機

関
で
す
。

　
串
し
立
て
費
爾
は
一
切
か
か
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
蕎
磁
検

察
審
畳
会
事
務
馬
（
新
潟
地
方
裁
判

所
高
田
支
部
内
）
上
越
市
大
手
購
玉

ー
2
6
費
0
2
5
5
－
2
4
i
5
1

6
0
（
2
王
2
）

銃
砲
刀
剣
類
登
録

審
査
会
の
開
催
期
日

　
　
　
　
　
県
庁
文
化
行
政
課

　
平
成
9
年
度
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審

奮
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

来
登
録
の
吉
式
銃
砲
及
び
刀
剣
類
斯

持
暫
は
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

【
疑
程
｝
6
月
2
7
疑
（
金
〉
沁
月
鴛

田
（
金
）
2
月
2
0
疑
（
金
）
　
門
会
場
】

長
岡
市
長
岡
総
愈
庁
舎
【
時
閥
｝
午

前
鎗
時
～
捻
時
、
午
後
1
時
～
2
蒔

30

分
【
持
参
す
る
も
の
｝
①
登
録
を

受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
②
銃

砲
刀
剣
類
発
見
麟
受
理
証
（
所
轄
警

察
署
発
行
）
③
審
登
手
数
料
1
件
に

っ
き
5
9
0
0
円
（
新
潟
県
収
入
証

紙
で
納
入
す
る
）
④
印
鑑
門
問
い
合

わ
せ
先
】
新
潟
県
教
膏
庁
文
化
行
政

諜
費
0
2
5
－
2
8
5
i
5
5
1
1

　
※
新
潟
市
会
場
も
あ
り
ま
す
。
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〆菰たの声が道づくりもこ㌧、かされます

1　　建設省の諮問機関である道蕗審議会では、平成10年度からの道路整
　備の方肉性や進め方等について、賎年ヂキックオフ・レポート」を作

　　成し、道露利罵者であるみなさんをこ意晃を公募したところ、多くの売

の協力をいただき誠にありがとうございました。

　道踏審議会墓本政策部会では、その貴重な憲晃を基に、今後の道路

政策の方肉牲や進め方等にっいて議論してきました。その結果を「中

間とりまとめ」として作成しましたので、もう一度みなさんからご意

見をいただきたいと思います。

　そしてみなさんの貴重な意見を反映した、新しい時代にふさわしい

曾新たな遵蹄讃面謹を策定し、政府にその実行を求めたいと思い暮す。

「中間とりまとめ諜を入手されたい方は、次にお問い合わせください。

＊建設省　蔑鑓工事事務斯　調糞第二諜　費G255－23一紅36

＊新潟察　安塚土木事務漸　計颪調整課　簸02559－2－3852

＊松之山町役場　建設謙　建設係　　　　鷹Q2559－6－313玉

｝一

隈
園
團
圏
圃

　
　
　
　
　
　
囲
因
回

　
三
月
二
牽
二
研
、
待
望
の
ほ
く
ほ

く
線
が
囎
業
し
た
管

　
遵
蕗
の
整
備
や
無
簾
化
で
鉄
遵
に

対
す
る
期
待
は
昔
ほ
ど
強
く
な
い
が
、

ぽ
く
ほ
く
線
が
東
頸
城
地
内
の
交
通

体
系
を
｝
変
さ
せ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。

　
ま
つ
だ
い
駅
か
ら
蒼
都
圏
の
主
要

駅
と
は
約
工
～
三
聴
間
で
結
ば
れ
、

ゆ
と
り
を
持
っ
て
霞
帰
り
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
、

　
ま
た
、
簸
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
観
光

客
へ
の
交
通
案
内
が
楽
に
な
っ
た
こ

と
と
、
冬
期
閥
で
も
時
闘
が
計
算
で

き
る
こ
と
で
あ
る
．

　
休
β
等
に
運
行
し
て
い
た
ふ
る
さ

ん
融
馳
麟う

・

葡
ラ
　
な
　
　
　
な
　
　
る

γ
．
婆

　
　
●

　
　
凸
智

ト
毛
飯
萄

今
a
が
弓

年
2
え
鴨

、

編
μ

争
う
駕
傷
魯
ヒ

面
働
馨
撃

σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

ほ
く
ほ
く
線
　
　
翫

開
業
メ
リ
ッ
ト

よ
3
し
く
囎

　
　
　
　
’
ぜ

　
　
／
“

　
　
＾
6
、

　
　
ひ

　
ク
（
　
　
　
　
　
｝

争
章
』
　
、
　
∵

と
写
は
便
利
だ
っ
た
が
一
鷺
二
往
復

し
か
な
・
＼
平
鷺
は
十
霞
町
経
滋
で

二
蒔
間
以
上
も
か
か
っ
た
た
め
大
変

不
便
だ
っ
た
。

　
今
後
は
J
R
・
北
越
急
行
・
棄
頸

バ
ス
と
連
携
し
て
魅
力
あ
る
松
之
由

を
売
込
み
、
手
墳
な
値
段
で
鼠
軽
に

宿
泊
や
体
験
が
で
き
る
旅
行
繭
晶
を

闘
発
す
る
必
要
が
あ
る
．

　
そ
の
第
一
弾
と
し
て
J
R
系
の
び

ゅ
う
プ
ラ
ザ
か
ら
「
銭
本
三
大
薬
湯

松
之
山
潟
泉
」
が
発
売
さ
れ
、
東
窟

か
り
の
交
通
費
・
宿
泊
料
込
み
で
約

二
万
二
千
円
と
格
安
で
あ
る
。

　
今
は
ま
だ
開
”
業
に
う
か
れ
て
い
る

段
階
だ
が
、
本
気
で
観
光
客
を
誘
致

す
る
の
で
あ
れ
ば
午
後
の
六
鷺
町
乗

換
え
を
少
し
で
も
減
ら
す
必
要
が
あ

る
し
、
團
定
化
し
て
い
る
観
光
施
設

の
発
直
し
と
新
し
い
集
客
施
設
の
建

設
も
毒
え
る
べ
き
だ
ろ
う
ゆ

　
残
念
な
が
ら
松
之
山
地
内
に
レ
ー

ル
は
通
ら
な
か
っ
た
が
、
で
き
る
だ

け
マ
イ
レ
｝
ル
意
識
を
持
っ
て
利
罵

し
た
い
も
の
で
あ
る
、

　
次
園
か
ら
は
保
坂
葵
智
男
が
撫
当

し
ま
す
）
　
東
窟
事
務
研
　
佐
藤

自衛官募集
　紡衛序謄は、2等陸・海・窒士自衛

嘗を募集し｛レ壕す。

毅資格｝爲歳以上27歳牽満の男子

蓋受付獺閥…無間を通¢行鱒ます

【試験獺鮒受継後縫指建しま藩

【倉格発表…試験後ま滋月以降姥

蓑天隊藁採絹蚤建通難書韓《

惹待遇・その地塗採鶏と織聴羅特鶏職

　麟家公務藁。隣翻鯨海・劉翻

　集を織緩鯛と移癒佳爆。

　嚢連絡禿達瓢潟地秀蓮絡部蕩醗募集事

　務漸鹸髭越毒黍際61獺群23

　融館2欝鋼聯123矯糊
　象趨ま松譲岬搬場総務諜へ

　　ほくほく線開業記念

小沢昭講演会，懸一
～棚のこころ～　　灘銭，

謹羅1欝　騨轍1
⇔潮蒙　平成9年4月26日qゆ麗演午後2時　　　　　　　、◎

◇会場　．L越文化会館／上越毒

◇入場　無料（整理券が必要〉

　◇入場方法　官製往復はがきの往鱈の裏藏に住所、氏名、年齢と入

　場希望人数（4名様まで〉を、復信の表藏にご自分の住漸、氏名

　　を明記しご応募ください。

　※ご応募多数の場倉は、独選となりますのでご了承ください。

　（〉応募宛先　〒9駒新潟毒新光町4－1新潟県交通資源対策課内

　　「北越急行購業準備会・小沢昭一講演会係」

　◇応募締切　平成9年4月14臼㈲必慧

9μ移
ー
拶
ソ
吻
り
λ
穿
偽
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陽蘭米嘉君・妊霊
纈醐脚琶㎜縁瓢晦＿，
馨つのや馨

　
嬉

濯
那

広報

Y

発ぞ獺／単破9館5彫磯鑛集・発1テ／訟之1、翁聴役場総務譲

予942－M　紙潟漿東頸城榔松之鋤驚大字松之毒圭雛餅一2　丁蹴り器5§一暮一鍍綴　ぎAX鑓5弱…6－35焉

壌灘蜷．

ただいま桜満開　激桜蠣より鰍峰熟4／29

今月号の主な内容

建みよい購づくりを目指し、晦の事業紹介…　・62～4

小谷地内で地滑摯、町成人式… ・5～7

みんなの広場／浦磁高砂会が道鋳溝掃…　　　・一8～9

まちの話題／保健センター竣工式… ・・10～n

盤涯掌習だより、松高通繕… ・・12～！3

1997 お知らせ／新しくなったi町観光名刺… ・・至4～15

No．255

圃圏回團
おめ欝驚《翻鎧》

馨藁ちゃん小野塚修畷智子さん

　　　　　　　醗音寺（はら〉
凱　ちゃん　俄藤璽宰・美子さん

　　　　　　　災水越（巌善）
霧禽ちゃん禰原諭祐，正子さん

　　　　　　　松　欝　（保罎〉

お《糟勧《罵蜜》㎜

佐藤ミセさん　73歳北浦繊（林）
本由秀照さん　62歳　瞥　根（大和麗〉

佐藤チ黛さん　92歳　策水越（八　方）

汽鋤ナカさん　82歳　曽　根（源次郎〉

※3月鷲彗から3癩までの鰯出分です。

※広報に戴せてほしくない方は、鰯出のと

　きに窓1コにお議ください。

町の動き
　　　　　　4月翌鷺硯筏

総人黛3，395人（一38）

　男王，651人（一i3〉

　女i，744人（一25）

盤帯数1，MO戸（一1め

（〉轟は筋月との比較

町民憲章g裟穣，3、葬，月驚多定

わたしたちは松之置．£照葺篶です前郷土を愛し、

みんなでよりよい跡づく1）をしよう、、

町浅の禽書葉
玉、葵しい緑と雪の中で

　　心豊かな人になろう

烹、プナの櫓が触れ禽うよう続

　　運帯の心をもとう

　　　　　ゆユ、湧きいづる湯：騒〃）ように

　　創進の力を趨めよう

温票定休8
甑 1温泉センター擁の湯ワ

・月1311124牌間

・月1拓1％
駄 匙

ぽくの絵わたしの絵松之田保育所

おそとで楽しそうにあそんでいる

隼さんをかきました

噸黎麟・

議

　〈うさぎ総〉

わくい　ぷ　ら

涌弁沙羅ちゃん

（松之衷・涌弁〉

諺　伊

　　〈うさぎ維＞

、悉養馨書ちゃん

　　（三桶・大莇）

葦）

　　　　　　　雛織

おいしそうなエサをたべている

牛さんをかきました

こよみ

3月のできごと

封ヨ　高校松之山分校卒業式

6iヨ　下水遵審議会

鶏嚢　議会3月定例会（～欝8〉

捻霞　松之山中学絞卒業式

22臼ほくほく線闘業式

23露　山留生終籔式

25覆　町内小学校卒業式

26欝　保育所卒園式

欝臼　議会臨蒋会

4丹紛9～5月穂欝の予定
欝iヨ　献趣（役場〉

20鷺　大厳寺高原クロカンスキー

　　大会
禦日　集落総代会

30日　保健センター竣工式

3霞成人式

▼
顯
月
｝
β
付
け
で
人
事
異
動
が
あ

り
ま
し
た
．
残
念
な
が
ら
、
私
は
も

う
｝
庫
広
報
紙
づ
く
り
を
撫
当
す
る

こ
と
に
な
り
大
変
に
欝
ん
で
（
？
）

い
ま
す
．
役
場
で
は
大
幡
な
機
構
改

革
が
あ
り
、
総
務
課
は
今
ま
で
の
二

階
か
ら
一
階
の
事
務
窒
に
移
り
ま
し

た
、
心
を
新
た
に
し
て
、
こ
の
一
鰯

間
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
▼
さ
て

桜
の
學
節
で
す
。
五
月
号
で
町
内
の

桜
の
名
所
を
載
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
が
鮪
っ
て
い

る
桜
の
名
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

惰
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
轡

編
集
室
か
ら

∫6

1
創
の
寸
1


